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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　それは足ですか







　これは沙さ倉くらさんの家に行く前の話で、群ぐん馬ま旅行よりもさらにさかのぼる。だからそういうつもりで聞いて欲しい。

　俺おれこと瀬せ能のうナツルは星せい鐵てつ学がく院いんの二年生で、男子部と女子部の双方に籍を置いている大変真面目まじめで将来を嘱望された勉強家である。あまり勉強が好きなものだから、男女で授業を受けるのだ。

　ごめん噓うそ。勉強家なんかじゃない。勉強が好きでどっちにも籍があるんじゃないんだ。だいたい高校生で勉強が好きなやつなんているのか。みんな「高校生」という三年間しか通用しない肩書きを手に入れるために入学したんだと俺は信じる。

　なんで男子女子どっちにも所属しているかというと、俺が男のくせに女にも変身できるからだ。女になるとケンプファーという存在になり、身体能力が向上して色々戦ったりする。

　もっとも、変身したからって自慢できるわけではなく、ただ忙しくなっただけ。いいことなんかこれっぽっちもありゃしない。そしてぼやいてもなにも好転しない。まったく、俺自身にかける言葉が見つからない。

　で、今は女の姿となっていた。こうも女になってばかりいると、心まで乙女っぽくなる気がしないでもない。生理とかはじまったらどうしよう。ナプキンとか持ってねえし。

　女の俺は女子部の二年四組に所属している。これは生徒会長の三さん郷ごう雫しずくが、「男子部と同じところがいいでしょう」と手を回したのだ。そりゃありがたいんだが、なんか世紀の馬ば鹿かクラス、男子部二年四組を上回る変人が集中している気がするのだが。

　この手のクラスに所属したときの対処法はただ一つ、目立たぬように大人しくしていることだ。馬ば鹿か騒さわぎをするグループに加わって主導権を握るのもありだが、俺にそんなコミュニケーション能力はないのだ。だから静かにするしかない。

　しかし世間、というか女子部二年四組の女の子たちは放っておいてくれなかった。というか、積極的に絡んできた。

「ナツルさんナツルさん」

　俺のどれだけ息をこらしていられるか実験を失敗に導いたのは、委員長さんだった。眼鏡の似合う秀才さんで、よく回る頭を精一杯ろくでもないことに使っている。

「なに……？」

「ちょっとお話があるのですが」

　またか、と思った。彼女の話にはろくなのがない。出張メイドをさせられるとか。

　なので俺は警戒した。警戒しすぎということはない。見ず知らずの人から「俺俺」と電話がかかってきたら、誰だれだって不審に思うだろう。あれと同じだ。唯一違うのは、顔が見えても注意しなけりゃならないということ。

「別にいい……」

　素そっ気けなく返事をする。

「まだなにも言ってませんが」

「聞かなくても分かる……」

　俺おれはぼそぼそとした声で話す。女になっても声だけは変化がないので、男とばれないようにしないといけなかった。だからこんな口調なのだが、おかげで「ハスキーで格好いい」とか思われることに。世の中どこに危険が転がっているか分からない。

「相談なのです」

「相談したいことはない……」

　いいことなんかありゃしないのだ。相談料取られるかもしれない。

「瀬せ能のうさんの相談が聞きたいのではありません。悩みがあるのならのりますが、場合によっては料金が発生します」

　やっぱりそうかと思ったが、俺の相談ではないという。

「わたしの相談なのです」

「は……？」

「訂正します。わたしたちの相談です」

　そのとき、委員長さんの背後から、二人の女子生徒が飛び出してきた。

「いえーい、ナツルたーん」

「今日も不機嫌そうですね」

　前の台詞は副委員長さん。あとの台詞は会計さんだ。副委員長さんはオッサンエキスを注入したような女子高生で、がさつに生きることに全てをかけている。会計さんは金の亡者で、わりと一言多い。

　俺の心の警戒水準がまたまた上昇した。一人だけでも大変なのに、三人揃そろうと文もん殊じゆの知恵どころかキングギドラである。戦うのはゴジラだけにするべきだ。

「で……？」

「ですから、わたしたちの相談にあがったのです」

「無理……」

「まだなにも言ってませんが」

「でも無理」

　俺は断った。なに持ちかけられても解決できる気がしない。テストかスポーツか。どっちでも同じだ。大体この三人は、勉強が俺よりできるのだ。体育だけはケンプファーになった俺にかなわないが、運動のコツなんて教えられん。

「一応聞いてよ」

　副委員長さんが顔を近づけた。この娘こはなにかにつけて俺に接近しようとする。よこしまな考えを抱いているのではなく、パーソナルスペースを侵すことによって反応を楽しんでいるらしい。

　顔を背ける俺おれ。

「こっち向いて」

「やだ……」

「ナツルたんじゃないと解決できないから」

　本当だろうな。口先だけで喋しやべっているようにしか聞こえないぞ。

「実はですね」

　委員長さんが改めて切り出した。

「わたしたち、彼氏が欲しいのです」

　……。

「聞こえませんでしたか。男が欲しいと」

　なんで直接的な表現に切り替えるんだ。

　信じがたい、という言葉しか出てこない。委員長さんたちは女子部で暴れ回っているが、男絡みの話は耳にしたこともない。クラスの中にはそりゃ彼氏持ちの娘もいるだろうが、この三人だけはないと思っていた。

　その予想は半分だけ当たったことになる。彼氏がいないのは正解だが、まさか欲しがっていたとは。

「別に身体が夜泣きするわけではありません」

　当たり前だ。そんなこと聞いてもいねえ。

「この前、三人で駅前のマックで話し合ったのですが」

「仲いいね……」

「悪いよりはいいでしょう。それで、女子高校生たるもの、やはり彼氏の一人くらいいないと問題があるのでは、という結論に達したのです」

「そんな話し合い……？」

「はい。五分で結論に達しました」

　意味がよく分かんない。色々大事なところをすっ飛ばしていないか。

「別に問題があるとは……」

「あります。女子にとって男はステータスです。ブランドバッグを持つのと同じ、いやそれよりも重要な意味があります。男をゲットすることによって、乾いた砂漠みたいな高校生活が、潤うるおいに満ちたものになるでしょう」

　男も似たようなこと考えているから理屈は分かるけど、俗っぽいなあ。

　委員長さんたちはある意味浮うき世よ離ばなれをしてるから、男を所有したいと思ってないと考えていた。なんというか、彼氏の話をするのが似合わないのだ。特に会計さんなんか、金勘定していた方がよっぽど様になる。

　まあいい年して異性に興味がないというのもあれなので、正常な感覚である。意外ではあるけれど。

「本音を言うと、単に退屈だから男と遊んでみたくなったという訳なのですが」

　と委員長さん。ちょっとほっとする。男男と目くじら立てない方が君らしいよ。

「でも、俺おれ……わたしに相談されても……」

「それは私にアイディアが」

　割り込んできたのは会計さんである。手に電卓を持っているが、今のところ計算する様子はなかった。なんというか、キャラ付け？

「マックで色々話しあったのですが、いきなり男性と遊ぼうにも、私たちには縁がありません。伝つ手てがないということは、首がないのと同じです」

「はあ……」

「女子部なんか女子校と同じです。男に縁ができるわけありませんから」

「そう……？」

　確か委員長さんなんか、地下部活動の美少女研究会と関係があるはずだ。男の部員なんていくらでもいるだろう。












　だが委員長さんは、俺おれの思考を見透かしたように首を振った。

「駄目です。あの繫つながりは、あまり乱用すると生徒会に目をつけられます。特に今は大人しくしていた方が得策です」

　夏休みが近いものだから、学校側はなにも問題が起きないように注意している。雫しずく率いる生徒会もそのあたりは学校側の意を汲くみ取とっているので、無茶をしたら即座に風紀が飛んでくるはずであった。

「はあ……。でも、どうやるの？」

「それです」

　委員長さんはよくぞ聞いてくれましたとばかり、眼鏡を光らせた。噓うそじゃないぞ。キラリとしたんだ。

「男慣れしていないわたしたちがやることはただ一つ。合コンです」

「……え」

「ですから、合コンです」

　彼女はそう繰り返した。いやそんなことは知ってるよ。ただ委員長さんたちが合コンしたいってのが、驚きなんだって。イメージに合わないだろう。普通の高校生みたいだ。

「なんで……」

「いけませんか」

　いけなくはないけれど。

「たまにはそういうこともしたくなるのです。しかし問題がありまして」

「はあ……」

「女子はともかく、男子が呼べないのです」

　そりゃそうだ。女子だけじゃ合コンでもなんでもないだろう。ただ集まってダベっているだけにすぎない。ずっと話してりゃ日が暮れておしまいだ。

　委員長さんはまるで、経済統計を発表するコメンテーターみたいに言った。

「わたしたちは合コン初心者です。ぶっちゃけますが、素人しろうとです。男子との縁もない。そこで考えました。自前でできないのなら、誰だれかに頼めばいいと」

「……わたしのこと……？」

　俺は自分自身を指さした。

「はい。瀬せ能のうさんなら男子に人気があります。知り合いも多いでしょう。そこから何人か、誘ってもらえませんか」

　委員長さんは本気だった。わりと。

　俺はもちろん疑っていた。なんでこの三人が、合コンなんてまともすぎる提案をするのだ。そういうのはファッション雑誌で読者モデルをやっているような、髪を盛ってネクタイを緩く締めている女の子が言い出すもんだろう。

　そして俺おれに男集めを頼むというのがおかしい。もちろん知ってるが、男子部二年四組に偏るぞ。だいたい男どもを集めてシルクスクリーンの絵とか売るんじゃないだろうな。会計さんなんかやりそうだ。

　しかし当の会計さんが、ゆっくり首を振った。

「マルチ商法はおこないません。偽いつわって集めたと知られたら、問題が起こります。販売会場に自発的に来させるには、電話かダイレクトメールが一番です」

　ずいぶん慣れた解説だった。隣町で大規模なマルチが流は行やっていると聞いたが、この娘こが元締めではあるまいな。

　一応俺は言ってみた。

「でも、わたし、男の人はあまり……」

「わたしたちよりは知ってるはずです」

　と委員長さん。「男を知ってる」ってなにやら誤解を受けそうな表現ではあるのだが。

「というわけで紹介してください」

「なんで……」

「ナツルさんはわたしたちに、一生男なしで過ごせと言うんですか」

「そうだよー。合コンで男ゲットしてえ」

「なにごとも経験ですから」

　副委員長さんと会計さんも賛同していた。そりゃいいんだが、俺の意志はどうなる。

「不服なようですね」

　と委員長さん。

「そりゃまあ……」

「仕方ありません。ナツルさんも仲間に加わってもらいます」

「……は？」

「ナツルさんも合コンのメンバーになるのです。それで文句ないでしょう」

「え……！」

　ちょっと待て、なんで俺まで合コンに参加すんだよ。

　委員長は当然そうな顔つきであり、副委員長さんと会計さんもうんうんと頷うなずいていた。こいつら、もしかして全て計算ずくでやったのでは。

「合コンなんて……！」

「おや、星せい鐵てつ三大美女の一人ともあろうものが、合コンに気き後おくれするのですか」

「だって行ったことない……」

「ご冗談を」

　冗談じゃねえよ。俺は沙さ倉くらさんに全てを捧ささげている関係上、そんなイベントには極力縁なしですませているのだ。純潔を保たないと、沙さ倉くらさんに申し訳ないじゃないか。最近は色々汚れちまったけど。

「瀬せ能のうさんがメンバーにいれば、絶対に盛り上がると思うのです」

　会計さんが口を挟む。

「なにしろ瀬能さんは誰だれもが認める美少女。男子にも人気あります。きっとカモ……金持ちが入れ食いです。ぜひ連れてきてください」

　いやそれ、おかしいから。俺おれが男子に人気があって、しかも男メンバーを調達してくるんだろ。全部まかなうのかよ。

「なんか乗り気じゃないね」

　副委員長さんが、俺の気持ちを見抜く。よく分かったな。分からないやつなんていないけどな。

「当たり前……」

「つまりナツルたんは、モテモテの自分を抑えられないので、もう少しカムフラージュが欲しいと」

「そんなこと言ってない……」

「しょうがないなー。よし、他ほかにも女の子を見み繕つくろってこよう」

　副委員長さんは一人で提案して一人で決めていた。おい。俺の意見はいらないのか。

「大丈夫大丈夫、ナツルたんもびっくりするような娘こを連れてくるから」

「びっくりって……？」

「いつもは絶対出ない人にする」

「……誰？」

「さあ誰だろう」

　副委員長さんはにやにやしていた。この娘こは会計さんみたいにポーカーフェイスを貫かない。そのくせ口は意外なほど堅く、こういうときはほとんど白状しなかった。

　しかし俺すらびっくりするって誰のことなんだ。二年四組の担任がきたら仰天するが、いくらなんでもそれはないだろう。あの女教師、給料の大半を新作ゲームにつぎ込んでいるらしい。

　合コンに出そうもなくて、驚く女子生徒……これはもしや、沙倉さんか。

　俺の心は揺れた。あの清純で美しい沙倉さんが、合コンなんて汚らわしいものに出るんだろうか。あり得ない。あの人が男漁あさりなんてするはずないのだ。

　しかし、こう考えたらどうだろう。沙倉さんの理想の男性、たとえば俺の素晴らしさを再確認するために、合コンに出席するのだ。そして改めて「ナツルさんって素敵」と考えながら帰路につく。うむ、これだ。

　納得できる。落ち着いてきた。いや、副委員長さんもなかなかやるじゃないか。沙倉さんとの結婚式には招待しよう。

「……ナツルたん、やる気になったみたいだね」

「いやまあ……」

「その代わり、男の子をよろしく頼むよ」

　ぽんぽんと肩を叩たたかれた。そうだった、俺おれの人集めが免除されたわけではない。こうやって人は、無理難題を背負わされて生きていくのか。

「肝心の人数ですが」

　会計さんが電卓を叩く。

「私たちと瀬せ能のうさんとシークレットゲスト。合わせて五人ですね。男子もこれに合わせてください」

　そんなの計算しなくってもいいと思うぞ。キーを叩いていないと安心できないのだろうか。ライナスの毛布みたいだな。

「じゃあ……男子部で何人か」

「そうしてください」

　と委員長さん。

「確か男子の瀬能さんと仲がいいですよね」

　仲よしってか、同一人物なんだけど。

「あの人か、知人でも連れてきてもらえると」

「でも……」

「なんでしょう」

　俺はなんでもないと答えた。女の俺と男の俺は同一人物なのである。二人とも合コン出席なんてのは不可能だ。

　委員長さんが不審な表情を見せたので、話しておくと返事。男子二年四組の中で集めるか。アホしかいないようなところだが、女子二年四組もネジがゆるんでいるのでちょうどいいだろう。

「いつやるの……？」

「次の日曜です。場所と時間はあとで知らせます」

　分かった、と俺は返事をした。というか無理矢理納得させられた。

　しかし、いきなりとんでもないこと押しつけやがって。なんだって合コンのメンバー集めをしなきゃならんのだ。そりゃ異性と出会えるのはわくわくするイベントだろうが、俺は女の姿だけど男だぞ。

　文句を言ってもはじまらなかった。だって誰だれも聞いてくれそうにないから。もしかしたらこの学校に入学したことが間違いだったんじゃないだろうか。まったく、沙さ倉くらさんがいなかったらすぐにでも辞めているぜ。俺はそんなことを考えていた。





　　○






　俺おれはその日の午後の授業を欠席、早退ということにした。本当に帰ったわけではなく、男子部に向かったのだ。身体が一つしかないと、こういうこともしなきゃならん。おかげで女子部では病弱、男子部では遅刻大魔王との評価が定着しつつあった。とんだ災難である。

　男子部二年四組に入る。クラスメートたちは、特に驚きもしなかった。冷たいというか無関心というか。

　さて俺のやるべきことは人集めである。教室内を見渡し、めぼしい人間を捜す。

　しかしどうもぴんとこない。気のいいやつは多いんだが、合コンとなるとどうなんだろう。いきなり「女子部と合コン」と誘って、ほいほいついてくるんだろうか。

　結局一番話しかけやすいやつを狙ねらうことになった。

「おい、東ひがし田だ」

　なんだかんだでこの男になるんだよな。

「おお瀬せ能のう。今日は早いな」

「早くねえよ……ちょっと頼みがある。てか、お誘いなんだ」

「どうした。美少女と出会える機会でも作ってくれるのか」

「近い。合コンだ」

　案の定、「はあ？」という顔をしていた。

「だから合コン」

「お前が主催なのか？」

「違う、女子部の娘こから頼まれたんだ。男を集めないといけない」

　俺は大ざっぱに経緯を説明した。詳しくではなく、あたかも伝でん聞ぶんのように加工する。一応女の俺と男の俺は別人ということになっているからだ。突っ込まれたら、「女子の瀬能から聞いた」ということにしておく。

　東田は「ほう」と身を乗り出した。

「いいな」

「あれ、お前興味あんの？」

「うちの女子はレベルが高い。美少女研究会としては見逃せん」

　この男、普通よりはオタクに寄ってる人間なのだが、アニメやゲームよりは実在の人間に執着していた。一昔前のアイドルオタクに一番近い。

　それにしても、女子部の女の子たちへの興味はすさまじい。ダボハゼみたいだ。写真撮りまくっているし、男子部と女子部を分ける塀を乗り越えようと、必死だもんなあ。

　とはいえ気になることもある。

「でもさあ、相手が相手だぞ」

「星せい鐵てつの女の子なら文句はない」

「女子部二年四組の委員長さんたちなんだ」

　俺おれは正直に告げた。あんな陰謀とオヤジと守銭奴たちが相手でいいんだろうか。東ひがし田だとはいえ同情しちまうぜ。

　しかしこの男は、嫌がらなかった。

「いいね、あの可愛かわいい娘こだろ」

「は？」

「委員長と副委員長は、なかなかレベルが高いじゃないか。会計も、影のあるところがいい」

　東田は断言した。どうしたのお前。狂ったの？

「俺としてはもう少しこう、マゾ心をくすぐるようなメンバーが欲しいんだが、文句ないぞ。さすが瀬せ能のうだ。よく誘ってくれた」

　いかにも嬉うれしそうだった。あれ、俺がおかしいのかなあ。

　東田は女の子に対する執着心がすさまじい。そして「可愛い」に対する基準も厳しいはずであった。お前、以前に「美少女とは」って俺に延々語っていたじゃん。

「熱でもあんのか」

「ねえよ。星鐵の女の子はいいぞ」

「お前の好みって、そんなに幅広かったっけ」

「瀬能は分かってないな。可愛いと美少女は別なんだ。まず、女の子はすべからく可愛い。これは真理だ。その可愛いの中に美少女が存在して、それが至高なんだよ。だからといって、可愛いをないがしろにしていいってわけじゃない。平等にしないと」

　ぬぬ、改めて東田の行動原理が理解できた気がする。

　この男は、女子は全て「いいもの」として捉とらえているのだ。考えてみたら東田が星鐵の女の子を「ブス」と罵ののしっているのは聞いたことがない。ベストのランクはつけてもワーストのランクはつけないのだ。愛に溢あふれている、と言えないこともなかった。このあたりのセンスは俺を上回っていた。

「なるほどなあ」

　つい感心してしまった。東田は腕組みをして、俺を諭す。

「ただでさえ可愛い女の子が多いんだから、その中の美少女を写真に収めないといけないわけなんだ。分かるだろ」

「説得されそうになる俺が嫌だ」

「で、女の子は全部で何人なんだ」

「えーと、五人だな」

「メンバーは？」

「さっきの三人と、女子の瀬せ能のうナツルと、シークレットの人」

「お、女子の瀬能が来るのか」

　東ひがし田だの目に欲望の灯がともる。

「なら、競争率の高そうな合コンになるな。よし、男を誘ってみよう」

　俺おれたちは、手分けしてクラスの男たちに声をかけた。東田ですらあっさり乗ったのである。簡単に見つかるだろう。

　ところがそうもいかなかった。予想外に反応が鈍いのである。

　まず合コンという段階で尻しり込ごみする人間がいた。これは仕方ない。立場が違えば、俺だってそうだったかもしれん。次に予定があるから無理、という人間。これもまあそうだろうな。いきなりのことだから。

　予想外だったのは、合コンと聞いて手を挙げるものの、「女子部二年四組」と聞いた途端に行かないと言い出す連中だった。女の俺が出ると聞くと関心を示すんだが、委員長さんたちがよくないらしい。どうも嫌いではなくて、苦手のようだ。ここでのこのこ出かけると、あとでどんな弱みを握られるか分からないとまで言う。

　心配のしすぎ、ではない。むしろ見事なリスクマネジメントだ。やはり東田みたいに出しゃばるのが例外なんだろう。

　感心したが、困ったことになった。人数が足りない。

「瀬能、集まったか？」

　東田の言葉に、俺は首を振った。

「いんや」

「とりあえず半はん澤ざわは行くって言ってる」

「いつものメンツじゃねえか」

「強制はできねえだろ。あとは……中なか浜はまか森もりだなあ」

　どっちもクラスメートである。中浜は真面目まじめ一筋の勉強家で、クラスで一番できるやつ。森はオカルト大好きの多少変わった男。

「中浜は無理だろう。あいつ女の話題嫌うから」

「好奇心の裏返しだろ」

　東田が身も蓋ふたもないことを言う。それでも俺は脳内出席簿から、中浜の名前を消した。

「じゃあ、森か」

「聞いてくる」

　東田は、海中に沈んだと言われている大陸と同じ名を持つ雑誌を読んでいる男に話しかけた。すぐに戻ってくる。

「行くって」

「ほんとかよ」

「森もりは見かけによらず、積極的なんだよ」

　そうじゃなくて、あいつ、自分の無駄知識を披露する場が欲しいんじゃないの。オカルト話って女は好きなんだろうか。会計さんに押しつけるか。

　俺おれは指を折った。

「これで東ひがし田だと半はん澤ざわと森……三人か。少ねえな」

「おい、お前は？」

　東田が不思議そうに訊きいてくる。俺は首を横に振った。

「行かない」

「自分で誘っておいてそれか」

「事情があんだよ」

　こっちは女の姿で出なきゃならないんだ。男で出席できるわけねえだろ。前に出張メイド喫茶で男と女の役をやったが、あれほど疲れたことはなかった。あんな経験は一度で十分なんだ。そういやこいつ、あのときもいたな。

「だからもう少し集めねえと」

「うちのクラスには、もういねえぞ」

　東田が言う。まったく、シャイな男ばかりだな。

「まずいな。人数偏らない方がいいだろ」

「三組とかどうだ」

「それよりも、東田の美少女研究会から男引っ張って来られないのか」

「あそこはうちのクラスよりも引っ込み思案だぞ。メイド喫茶とかなら積極的になるんだけどなあ。もうちょっとファンタジー要素が欲しい」

　合コンになに求めるつもりだ。少年魔法使いでも連れてくればいいのか。

　俺と東田は一緒になって悩んだ。あとから考えてみれば、こんなに必死になる必要もなかったのだが。

「教師……は駄目か」

「瀬せ能のうは星せい鐵てつを新聞の三面に載せたいのか？」

「犬」

「向こうも人間が欲しいだろ」

「置物」

「吠ほえない分、犬よりたちが悪い」

「透明ランナー」

「許されるのは小学生までだな」

　当たり前だが全て東ひがし田だにはね除けられた。透明ランナーなんか、わりとありじゃないかと思うんだけど。

　なんか状況がよろしくない。このままではシークレットゲストの沙さ倉くらさんが浮いてしまう。居心地が悪くなったらどうしよう。いや逆に、それを利用して二人で抜け出すのもありか……いやいや、俺おれは女で参加するんだって。

　ん？　待てよ。

　俺の頭の中で、ごく単純な事実がぐるんぐるん回った。そしてある一つの場所に収まった。

「東田……」

「どうした」

「俺、やっぱり出ることにする」

「そりゃいいが……事情はどうしたんだ」

「キャンセルする」

　そう。キャンセルが必要なのだ。計画はそこからスタートする。簡単にして明めい瞭りよう。うむ、隙すきがない。

「俺が出るよ。そうすりゃ四人で人数もぴったりだ」

「一人足りないじゃねえか」

「足りるんだよ」

「ならいいが……」

　俺はにやにやしながら、「待ち合わせの場所と時間は、あとで連絡するから」と告げた。

　東田はこめかみで指をくるくる回していた。気にしない気にしない。きっと当日天気になって欲しいという、おまじないなんだろう。俺も晴れになるよう、てるてる坊主でも吊つるすようにするよ。





　　○






　当日の天気は晴れ。きっと俺の願いが通じたに違いない……と言いたいところだが、帰宅したときにはてるてる坊主のことなんかすっかり忘れており、お笑い番組を観て寝てしまった。つまり俺の祈りこそが重要なのであって、てるてる坊主なんか都市伝説にすぎないってことだ。屋根のない球場でプレイしている球団は、即刻バイトで俺を雇うべきである。

　待ち合わせの場所は駅前。いつも代わり映えしないが、これでいいのだ。毎回ころころ変えてしまったら混乱する。

　真っ先に着いたのは俺だった。遅刻大魔王が誰だれよりも先にいたものだから、みんな驚いていた。

「瀬せ能のうがこんな早くいるなんて、雪でも降るんじゃないのか」

　そう言ったのは森もりである。こいつは眼鏡の似合うさわやかイケメンのくせに、オカルティストだからたちが悪い。バイトの履歴書の特技欄に「黒魔術」って書くのやめろよ。

「よく起きられたな」

「いつも朝は起きてんだよ」

　俺おれは言い返した。

「授業に出てないだけだ」

「よっぽどたちが悪いだろ」

　しょうがねえだろ。女子部か男子部のどっちかにしか出られないんだから。

　森だけじゃなくて東ひがし田だも半はん澤ざわも、すぐにやってきた。なんかえらく集まりがいいな。合コンの魔力か。

「肝心の女の子たちはどこなんだ」

　半澤が周囲を見回す。俺たちと同じような待ち合わせの人で溢あふれているが、委員長さんたちの姿はない。

「もうそろそろ来るはずなんだけどな……」

　俺は呟つぶやいた。別に女の子たちが遅れているのではない。男どもが早く着きすぎなのである。特に俺とか。

　慌ててもしょうがないが、やはり期待に胸は高鳴るというものだ。特に沙さ倉くらさんが来るとなるとなおさらだ。こいつらも驚くだろう。シークレットなだけに、まだ知らせていない。でも沙倉さんに話しかけていいのは俺だけだかんな。

「お待たせしました」

　いきなり声がかかった。

　振り返ると、そこには委員長さんたちがいた。ちょっと驚いてしまったのは不意打ちを食らったからで、他意はない。

「や、やあ、委員長さん」

「ご無ぶ沙さ汰たでした」

　一瞬違和感を感じてしまった。ああそうか、男の俺とは滅めつ多たに会わないもんな。

　俺はなんでもない風に装う。

「えーと、ここにいるのがうちのクラスの面々」

　東田たちをざっと紹介する。前に委員長さんのお姉さんの家で会ったことがあるので、顔見知りのはずだ。……ひょっとしたら初対面は森だけ？　合コンってこういうのでもいいんだろうか。

　委員長さんは軽く頭を下げた。

「詳しい自己紹介は、お店に行ってからにしましょう」

「いいよ」

　こんなところで紹介しても、騒がしいだけだもんな。

「みんな揃そろってるの？」

「スペシャルゲスト以外は。ですが、悲しいお知らせです」

　委員長さんが妙なことを言った。

「ナツルさん……女子の瀬せ能のうナツルさんが、体調を悪くして来られなくなりました」

　男どもから「えー」という声。露骨に残念がるとさすがに失礼なので、「ちぇ」という顔でとどめていた。

　もちろん俺おれはとぼけている。

「あー、彼女、あまり身体が丈夫じゃないんだよね」

「はい。おかげでわたしたちもなかなかおもちゃにしづらく……いえ、体調管理は重要です。高校生といえど油断できません」

　やはり人をおもちゃ扱いしていたかと思ったが、今はいい。俺だって噓うそをついているわけだし。

　今日の朝、俺は目覚めるとすぐに委員長さんに電話をした。もちろん欠席の連絡だ。ついでに男の俺が出るとも伝えた。万が一あしがつくのを警戒して、わざわざ公衆電話を探してかけたのである。下手したら逆探知くらいはやりかねない。

　よく考えてみると公衆電話の方が疑われそうなんだが、委員長さんは「それはお大事に」と言ってくれた。しかも「お見舞いに行きましょうか」と言い出したので、丁重に断った。この優しさはきっと罠わなだ。

　もちろん欠席するのは女の俺で、男の俺は堂々参加である。ここで人数のことを思い出して欲しい。男子は三人しかいなかったが、俺を加えて四。一方女子は俺を入れて五人だったのが、抜けたので四。

　つまりぴったり揃うのである。このことを、教室でとっさに計算し、パーフェクトな計画としたのだ。実際は単純な足し算と引き算なんだけどね。

　しかしこれで、俺の沙さ倉くらさん独り占め計画は大きな前進を見せた。東ひがし田だたちは嚙かませ犬。俺こそが主役。

「では行きましょう」

　委員長さんが先頭に立って歩き出す。

　こういうときは男だけ、女だけの集団で歩くものだが、俺たちもその例に漏れなかった。ただし俺だけは、何故か委員長さんと並んで先頭だった。

「向こうにあるお店です」

　委員長さんが指さす。

「予約はしてあります」

「居酒屋？」

「高校生は入れません……が、似たようなものです」

「よくないんじゃないか」

「親しん戚せきのやってるお店です。アルコールは出しませんから」

　委員長さんの親戚って多いな。なんかみんな商売やってそうな気がする。

　角をいくつか曲がって路地の先へ。隠かくれ家が風のレストランがあった。

「ここです」

「え、ここ？」

　俺おれは気き後おくれしてしまった。東ひがし田だと半はん澤ざわもそう。森もりがなにを思ったかは分からん。とにかく、いかにも高そうで、学生よりは上場企業の部課長クラスが利用しそうな店に見えたのだ。

　看板にはなんか筆記体のアルファベットがのたくっていた。多分フランスかロシアの料理。

「味には自信があります。おいしいですよ」

「いや、高そうなんだけど」

「心配無用です。事情を話して、わたしたちでも払える額にしてくれるよう頼みました」

　なんと手際のいい。

　とにかく、それを聞いてほっとした。昨日念のため、マンガとゲームソフトを中古屋に売って金を作ったのである。それすら足りなくなったら身体を売るしかない。

　東田たちも一様に安心した様子。他ほかの女の子は反応ないから、事前に聞いていたんだろう。

　委員長さんが扉を開ける。からんからんとベルが鳴った。開店前じゃないのかと訊きいたら、特別に開けてもらっているとのこと。

　店内は予想に反して、和洋折衷みたいなところだった。くすんだ木の色合いが、やや和風。

　俺たちは奥へ通された。委員長さんは店の人となにやら話。親しげだったから、あのオーナーシェフらしき男性が親戚なんだろう。あとでお礼を言わないと。

「そこの個室を使ってください」

　言われるままに向かう。畳の部屋で、掘りごたつみたいに座れる席があった。

　適当に座る……わけにはいかない。女と男は、それぞれ向かい合うようにして並ばなきゃならん。席替えはもっと座が温まってからだ。

　俺は端に着席すると、自分の正面を空けさせた。なぜならここに沙さ倉くらさんが座るから。そして二人で甘いひとときを過ごすから。

「飲み物を注文してください。ソフトドリンクのみですが」

　と委員長さん。彼女は店員の代わりもしなきゃならないようだ。あとで代わった方がいいかもな。

　俺おれたちはメニューを見て、各々頼んだ。俺は烏龍茶うーろんちや。

　やや座が弛し緩かんした。すかさず委員長さんが言う。

「では飲み物が来る前に、改めて自己紹介といきましょう」

　なんか手慣れているな。この人、本当は合コン経験あるんじゃないのか。

「男子の瀬せ能のうさんから」

「俺!?」

「はい」

　意表を突かれた。そして皆、当然のような顔をしている。確かに俺が、一番奥の席にいて、はじっこではある。このあたりからスタートするのは当然かも。

　仕方ないので、簡単にすませることにした。

「えーと、二年四組の瀬能ナツルです。どうも」

　おしまい。他ほかになにを言えというのか。だいたいここにいる連中は、全員俺のことを知っているのだ。

「……」

　あ、沈黙が返ってきた。もっと面白いことを言うべきだったのか。しずかちゃんの声で喋しやべるぬいぐるみの話とか。

　どうしたことかぎくしゃくした空気になった。それから自己紹介が続くが、いや歯切れの悪いこと悪いこと。名前とクラスを述べて次に回ってしまい、それだけで終わった。あの副委員長さんですら喋りにくそうにしており、唯一会計さんだけはいつも通りだった。金が絡まないと、この娘こは極端に口数が減る。

「えー、では、そうですね……」

　委員長さんはちらりと俺に目線をよこす。なに、俺が悪いっての？

　見てると、出席者全員から「この野郎、フォローしろ」みたいな視線が飛んでいた。俺の空気読めないスキルにケチをつけるのか。お前たちもどっこいどっこいだろうが。

　仕方ないのでなにか話そうとしたが、話題が出てこない。まいったね、常人には言えない経験はしてるんだが、なにしろ常人には言えないので提供できない。だってさあ、俺が変身したら女になるとか、ぬいぐるみと会話を続けているとか、信じてもらえないだろう。

「あー、そうだ。もう一人、女の子が来るんじゃなかったっけ」

　俺は強引に、委員長さんに話を振った。この澱よどんだ空気をどうにかしないと。席が一つ空いているのは確かなのだ。

「もう少しで来るはずです」

　彼女は時計を見た。

「迎えに行ってこようか」

「それならわたしが……」

　そのとき、ぴろぴろと音楽が鳴った。携帯電話の着信音だ。

　委員長さんだった。ザ・タイガースの「色つきの女にしてくれよ」を着メロにしている。またずいぶんと渋いものを。

　委員長さんは通話ボタンを押すと、二言三言だけ相づちを打ち、あとはここの場所を告げて切った。

「今日のゲストからです」

　携帯電話を閉じながら、俺おれたちに伝える。

「直接来ると言ってました」

「そのゲストってどんな人？」

　東ひがし田だが無邪気に訊きく。

「到着するまで秘密です」

「綺き麗れいな人？」

「そこは保証します」

　そりゃ綺麗だろう。なにしろ沙さ倉くらさんなんだから。

　東田も半はん澤ざわも森もりも楽しそうにしている。俺も楽しみだ。だがお前たちにゲストは渡さない。あの人は俺だけのものなのだ。いざとなったら二人だけで抜け出してお楽しみというのも視野に入れているのだぞ。

　からんからんと、ベルが鳴った。

「来たようですね」

　委員長さんが呟つぶやく。ついに沙倉さんの登場か。脳内婚約者の俺としても、精一杯歓迎しなければ。

　個室の扉が開く。俺は満面の笑みで出迎えようとして──凍りついた。

　入ってきたのは、生徒会長の三さん郷ごう雫しずくだったのだ。




　雫はラフな私服姿だった。なんか白と黒を組み合わせたようなカラーコーディネート。こいつはなに着たって似合うんだ。白は知らんが、黒ってのは腹の中を表しているんだろう、きっと。

　そんなことはどうだっていい。俺は「騙だまされた」と心の中で叫んでいた。沙倉さんだと思ったら雫である。夜店の射的でゲームソフトに当てたのに倒れなかった時よりもひどいショックだ。

「遅れてごめんなさい」

　雫しずくは詫わびてから中に入ってきた。

「ちょっと学校から用事を押しつけられたの。もう大丈夫だから」

　そのまま学校から出てこなければいいのに。俺おれは小声で委員長さんに文句をつけた。

「おい、なんであの女なんだ」

「は？　最初から会長ですが」

「沙さ倉くらさんはどうしたんだ」

「そんなこと言いましたか？」

　俺は記憶をまさぐった。言われてみれば、沙倉さんだなんてひとことも口にしてないような。ひょっとして思い込みが過ぎたのか。

「だけど、沙倉さんを呼ぶべきじゃねえの」

「あの人は合コンに興味ないでしょう」

「会長はなんで来るんだよ」

「ナツルさんの名前を出したら出てもいいと」

　それは男の俺か女の俺か。どっちでもいいけどどっちなんだ。

　いやそれでも、ここで雫はないだろう。沙倉さんと同等の美しい人を……そんな人地球にいないけど、やや劣るくらいの女性を呼ぶべきなのだ。いるじゃん、ほら、……ええっと、捜せばいるんだよ。












　そんな俺おれの脳内絶叫を無視して、雫しずくは席につこうとしていた。東ひがし田だたちはぽかんと馬ば鹿か面を晒さらしている。こいつらこんな近距離で雫を見るのが、はじめてなのだ。

　そしてこの女は、止める間もなく俺の正面に座ろうとする。

「ここしか空いてませんので」

　嫌そうな俺の顔を見て、委員長さんが言った。分かってんだよ。沙さ倉くらさんのために空けておいたの。なのに、ああ、雫ごときが座るとは。

　料理も運ばれてきた。唐揚げとかフライドポテトとか、なんか創作サラダとか。居酒屋みたいだな。量だけはあって、確かに学生向けではある。

　雫が座り、ようやく男女同じ人数となった。合コンもここからが本番である。

　なのに緊張感はむしろ高まった。シークレットゲストが、我ら星せい鐵てつ学がく院いんの生徒会長様である。大の大人と堂々やり合う度ど胸きようの持ち主が、こんなふざけたイベントに出席するとはとても思えないのだ。なんでお前ここに来てんの。俺より空気読めないの？

　雫はまっすぐ俺を見据えていた。俺も対抗してにらみ返し……はしない。隣の委員長さんを親の仇かたきのように見つめていた。東田たちは逆に雫へ視線を集中させている。この席順はおかしい。俺を雫から一番遠いところへ移すべきである。

「今日は来てくれて、ありがとうございます」

　委員長さんが雫に礼を言った。

「いえ。私も出たかったから」

　東田がざわつく。雫の口から「合コン出たい」なんて、普通想像つかねえもんなあ。

「改めて、話をはじめましょう」

　委員長さんがテレビの司会者みたいなことを言った。

　しかし話は盛り上がらない。そもそも「話をしましょう」で開始できるものなんだろうか。世の合コン経験者はどうやってきっかけを摑つかんでいるんだ。

　それよりも、やはり雫が原因だ。みんな彼女の一挙一動をうかがっている。ほとんどヤクザに怯おびえる一般市民だが、似たようなもんだ。こいつの本性はマフィアのボスである。

　どうすんだおい。と思っていたら、東田が言い出した。

「じゃあ、お互いに趣味でも」

　無難、というか遅いような気もする。こんなことでいいのか東田。

　そしたら隣に座ってるこの男が、ちょっとだけ目線をやった。あーそーか、趣味なんて自己紹介の時にやるべきだってことね。いいじゃねえか。正式な合コンの手順なんか知るか。

　趣味の披露は、盛り上がるというか興味深いものであった。まずこいつ。東田。

「趣味は写真です。人物とか」

　自慢げに語っているが、ここの全員が本当のことを知っている。被写体が美少女で、盗撮だろう。警察にパクられても、誰だれも弁護してくれないぞ。俺おれは積極的に「こんなことしてました」と証言するつもりだ。

　次は半はん澤ざわ。

「えー、映画鑑賞ですね。あとはゲーム」

　噓うそじゃないが事実を曲げすぎ。これはアニメとギャルゲーだ。野球が得意なんだからそう言えばいいのに、好んで道を踏み外すとは。本気で投げれば誰も打てねえんだぞ。

　そして森もり。この男の自己紹介なんて聞いたことないから、俺も東ひがし田だも半澤も注目していた。

「趣味は……占いです」

　副委員長さんの目が光る。

「血液型とか？」

「ちょっと違うけど」

　男たちはもちろん、なにか知っている。黒魔術だよ。家で呪のろいをかける実験とかやってんだぞ。ニワトリの血を瓶に詰めて保管してるという噂うわさもある。

「じゃあ星座？」

「そんなもの」

　副委員長さんは「もっとキモい方がいい」なんて言っていた。おや、森は外したな。正直に言った方が副委員長さんの心を摑つかんだみたいだ。

　次は会計さんである。妙な順番だが、これは言い出しっぺの東田からはじまって、俺とは反対側に進んでいるから。自己紹介のときもこうすりゃよかったんだ。

「趣味は……計算？」

　会計さんは自分で喋しやべっておいて首を傾かしげた。なんだそりゃ。

「物事をカウントするのが趣味です。多分」

　また噓じゃないけどねじ曲げているやつが出てきた。電卓片手に金の計算するのが得意だろう。あとは得体の知れない掛け軸や壺つぼを売るとか。

　会計さんの表情は変わらない。彼女の能面みたいな面構えは、雫しずくとは違った意味でたいしたものだ。

「数学得意なの？」

　そう訊きいたのはなんと森。

「暗算の方が得意です。釣り銭とか利息とか」

　そして会計さんはずれた返答をする。しかし森はそれでもいいらしい。なんか楽しそうだ。

　俺は東田をつつく。

「おい、森ってああいうのがタイプだったのか」

「知らなかったのか。寡黙で冷静なのが好きらしい。黙っているんだったら、弥み勒ろく菩ぼ薩さつ像とでも結婚できるんだと」

「そりゃすげえ。会長とかどうなんだ」

「好みのタイプらしいぞ。でも怖いのは苦手なんだろ」

　雫しずくは弥勒菩薩みたいに慈悲深くはないだろうからな。アル・カポネの生まれ変わりだ。

　その次は副委員長さんだ。この娘こは喋しやべるぞ。

「趣味はテニスとバスケとバレーとソフトボールと水泳とランニングとラクロスとホッケーと卓球と犬の散歩と可愛かわいい女の子！」

　自慢げに発表。最後に変なのが混じっている。

「ソフトやるんだ」

　半はん澤ざわが言った。こいつはそもそもスポーツ好きで、野球やってたからな。

「やるよ」

「ポジションどこ？」

「なんでも。ピッチャーもキャッチャーも内野も外野も審判も全部兼任できるよ」

　こりゃまた豪快なことを。あとで聞いたらなんと事実で、たった一人でボール投げて打って走るという、一人ババ抜き以上に不可能かつ不毛なこともやれるらしい。器用貧乏もここまでいけば芸術だ。

　半澤はそれでも食いついていた。

「ソフトだけじゃなくて、なんでもやんだよね」

「身体動かすのは好きだね。バーゲンでおばさん搔かき分わけてワゴンに突っ込むのもやるよ」

「じゃあ今度、一緒にマラソンでもどう」

「どこ走るの。皇居？」

「いや、アニメを一か月分録画してノンストップで観る」

　なんだそりゃ。確かに一種のマラソンだが、死ぬんじゃないのか。

　副委員長さんは目をぱちくりさせていた。彼女の意表を突くとはやる。俺おれの中で半澤のランクが急上昇。

　意外なことに、副委員長さんは気を取り直して「イデオンのテレビと映画をノンストップならいいよ」なんて言っている。これをきっかけにこの二人がくっついてくれないものか。ストレスが減る。

　そして委員長さんなんだが、さてどうなのだろう。

「趣味は……ニュースを観ることですね」

　地味なのが来たぞ。俺は合コンに詳しくないが、受け狙ねらいでもないかぎりこんなこと言うやつはいない。

「ＮＨＫのこと？」

　東ひがし田だが質問。俺おれも同じこと考えていた。

「全部です。ＣＳ放送をつけっぱなしにして、あとはパソコンで民放を全て録画し、ハードディスクに保存してます。そうすれば完かん璧ぺきです」

　なにが完璧なんだ。

「それ、なにに使うんだ？」

「愛めでるのです。事件とか」

　真顔で言ってるようだから、なんとも返答のしようがない。

「……俺の写真みたいなもんか」

「写真とは違います。動きます」

「写真はいつまでも残るぞ」

「動画だって残そうと思えば残ります」

　東田は理解できないみたいな顔をしていた。しかし、はたから見たら、お前の美少女写真コレクションだって同じだぞ。いっそカップルになったらどうだ。

　委員長さんと東田の間には微妙な緊張感が流れていた。どっちも顔見知りだけに、対立もするんだろう。なんか譲れないところ多そうだもんな。

　えらく微妙な趣味の披露だった。ここでおしまい……といきたいが、そうもいかん。ここから緊張感が増していくのだ。

「では……会長」

　委員長さんがうながす。雫しずくはほんの少しだけ表情を柔らかくする。

「私の趣味を聞いても楽しくないわよ」

「みんなはじめてですから、絶対楽しいです」

「あらそう。趣味ねえ……落語かな」

　男も女も驚いている。俺も最初に聞いたときはびっくりした。イメージに全く合わないと、皆思っていることだろう。

「落語なんですか!?」

　半はん澤ざわの勇気ある発言。俺はその疑問を支持する。雫の言葉には全て疑ってかかるべし。

「意外？」

「ええもう……会長はもっと、大人っぽい趣味だと思ってました」

「落語はどちらかといえば大人の趣味ね。年寄りっぽいって言われるけど」

「そんなことないです。素晴らしいと思います」

　おい半澤、どっちなんだ。

　雫は落語のことを誇るでもなく、卑下するでもなく、ただ「楽しい」と語っていた。志しん生しようを生で聞けないのが残念だと言っていたが、それはマニアックすぎて分からん。

　半澤はまだ質問していた。

「落語だけが趣味なんですか？　生徒会とかは……」

「あれを趣味というのは違うわね」

「えーと、じゃあ、男性の趣味なんかは」

　うお。

　東ひがし田だと森もりの顔が輝く。そりゃ興味深いだろう。対照的に俺おれは、どういうわけか緊張していた。

「あら、そんなことも聞きたいの？」

「え、ええ……そりゃもう。全男子生徒憧あこがれの会長が、どんな男が好みか知りたいですから」

「私に憧れてくれるのは光栄ね」

　あまり光栄ではなさそうに言っていた。社交辞令だな。

「そうねえ……」

　男も女も、雫しずくの次の言葉に注目していた。絶対に聞き逃すまいとしている。「戦争でもはじまらねえかな」と考えているのは俺だけだった。

「……あまり飾らないタイプ、かしらね」

　なんとも無難な返答だった。ほっとしたような空気が流れる。

「地味が好きなんですか」

「地味とは違うわよ。言ってしまえば、好きになった男の人が好みのタイプなんだけど、それじゃつまらないでしょう」

「そりゃそうです」

「だから、自分を見せびらかしたりしない人が好き。ナルシストは好みじゃないの」

　どうしてか男どもの目が輝く。

「俺、ナルシストじゃないですよ」

「俺も」

「僕も」

　東田と半はん澤ざわと森はほぼ同時に言った。こいつらはナルシストではないだろうが、なんというか自分の趣味に微み塵じんも疑いを持っていない。こういうのも一種のナルシシズムなんじゃなかろうか。

「控えめなのはいいことよ。でもあまり卑下しないようにしなさい。自信を持つことは受験の役にも立つから」

　自己アピールに余念がない男どもを、雫はさらりとかわす。

「でも会長は、好きっていうか『いいな』と思ってる男はいないんですか」

　東田が食い下がる。美少女研究会のデータベースを充実させる、絶好のチャンスだもんなあ。俺は手助けしないけど。

「うちの男子部は、みんな個性的で素晴らしいと思うわ」

「じゃ、じゃあ付き合ってみたいという男は……」

「そうねえ」

　俺おれは誰だれにも聞かれないように唾つばを飲み込んだ。雫しずくとは目を合わせていないのだが、気配がびんびん伝わってくる。

「いた方がいいと思う？」

「ニュース性では、いた方が」

「じゃあ、いるわ」

　ふふ、と口だけで雫は笑う。

　男だけではなく女まで、なんとも言えないうめきのような声を上げていた。

　星せい鐵てつ学がく院いんで雫は別次元の存在だ。目の前にいるんだから文字通りではないんだが、親しみやすい美しさではなく、雲うん上じよう人びとっぽいオーラを放っている。「三さん郷ごう雫様に罵ののしられる会」に言わせるとそこが最高らしく、「屋上から僕たちに向かって唾を吐き続けて欲しい」なんて願っているやつもいた。

　変態には限度がないものだと感心してしまうが、とにかく男から雫を好きになることはあっても、逆はないだろうと思われているのだ。向こうから虫が寄ってくるのに、わざわざ森の中へ捕まえに行くやつがいるのかと。

　なのに付き合ってみたい男がいるなんて言っちゃあ、そりゃ驚くってもんだ。

　東ひがし田だの身体が前のめりになった。

「そそそ、それは誰なんです？」

「誰でしょうねえ」

「ししし知ってる男ですか」

「あなたたちは、知ってるかもね」

　東田の興奮はピークに達した。「うおお」なんて言っている。半はん澤ざわと森も、目の前の女の子を放り出して雫を見つめている。

　そして委員長さんたちもやっぱり雫に注目していた。男とは違って純粋な好奇心である。もはや合コンなんだか雫の発表会なんだか分かんねえや。

　そして俺は、手のひらにじっとりとかいている汗を拭ふき取とるのに、一生懸命だった。おしぼりがあるので助かったが、なかったら服でぬぐっていたところだ。

　雫の話が、ことごとく俺を狙ねらっているように感じる。自分にうぬぼれてはいないはずなんだが、なんかどきどきしていた。今までのこの女の態度から言って、「相手は瀬せ能のう君」なんて言い出しても不思議はない。

　もちろんそれは雫の嫌がらせである。真性のサディストなので俺が苦しむのを見て楽しむつもりなのだ。沙さ倉くらさんを愛するという、いまどき一途な男が、そんなに気に入らないのか。日本の性風俗を乱れさせるためにやってきた、地獄の使者かもしれん。

「あの、せめて名前だけでも」

　東ひがし田だが懇願する。みっともねえぞ。もっと強気でいけよ。俺おれも人のこと言えないけど。

「どうしようかしら。ちょっと恥ずかしいわね」

　雫しずくはちっとも恥ずかしそうじゃない口ぶりだった。

「最初の一文字とか」

「そんなに知りたい？」

　知りたいです、と東田。委員長さんたちもうなずいている。

　やばい。なんで俺が取り乱してるのか分からないんだが、とにかくやばい。我が身に危機が迫っている。だって心臓がばくばくしてんだもん。

　眼前の女は、そんな俺のことを考慮してくれるわけがない。心臓麻ま痺ひで死ねばいいと思ってるんだろう。悪魔め。

　それはそれとして、なんとかしないと。この魔物を妨害しないと命にかかわるのだ。

「じゃあ……」

　雫が口を開こうとした瞬間に、思い切って俺は割り込んだ。

「あ、あのさ、俺の趣味がまだなんだけど」

　あえて愛想笑いまでした。

「もう言ってもいいかな」

　俺にしては上出来である。趣味を披露していないのは事実だし、雫の妨害もしなきゃならん。とにかく発言を潰つぶしただけでも、ノーベル賞ものだ。

　だが愚民どもは一斉に非難の目を向けていた。

「瀬せ能のう……」

　東田はうんざりしていた。

「お前の趣味なんか知ってる。サッカー観ることだろ。あと夜中に道路の真ん中で仰あお向むけになって、世界は俺のものだと叫ぶこと」

　サッカーのなにが悪い。それと俺は夜中にそんなことしねえぞ。あれはクラスの中なか浜はまだろう。

「お前の趣味が会長の好みのタイプよりも重要とは思えない」

　そうだそうだと同意の声。半はん澤ざわも森もりも覚えてやがれ。割わり箸ばしが途中で折れる呪のろいでもかけてやる。

「だけど、俺の紹介が終わってねえだろ」

「みんな知ってるからいいよ」

「俺だって東田のことは知ってたぞ」

「二年四組の誇る平均野郎の瀬能が、あっと驚く趣味を持ってるとは考えられない」

　もっともなことを言いやがって。平均ってのはその通りだし、驚く趣味がないってのもそうだ。事実ってのはここまで人を傷つけるのか。ボーリングの趣味とかでっち上げるべきだった。穴を掘る方な。

「男子の瀬せ能のうさんが平均的な人だというのは、その通りです」

　なんと会計さんが、ろくでもない発言をしだした。

　いつの間にか取り出したｉＰｈｏｎｅを操作している。情報でも詰まっているのか。

「統計データによると、男子の瀬能さんが女子部の中で噂うわさになるのはまれです。一番多いのは『ナツル様と同じ名前』ということで、これには『同じだなんて邪魔』というおまけがつきます。それらの人も、瀬能さんを直じかに見た人は大変少ないはずです」

　おいもうやめろ。へこむから。沙さ倉くらさん以外の女性に好かれようとは、特に思ってないとしても。

　ところが意外な助け船がやってきた。

「私は知りたいわね」

　雫しずくである。俺おれ以外の注目が、また彼女に向いた。

「え、瀬能ですよ」

　東ひがし田だが意外そうに言う。俺も今度「東田ですよ」と言ってやろう。

「ええ、瀬能君のことが知りたいわね」

「趣味なんかなにもないはずで」

「それはそれで、興味深いじゃない」

　この女が喋しやべると説得力が出てくる。個室内は「じゃあ瀬能の番」との空気に変化した。

　うながされるまでもなく。喋ることになった。

　視線がまた俺に集中する。白けるような答えは慎まないとなあ。しかしここでウケを取れるやつは、どう考えたってクラスの人気者だろう。コミュニケーションスキルに不備がある俺にはマジ無理。心の中で今までの人間にケチをつけていたら、早くも自分に跳ね返ってきた。因果応報とは俺のためにある言葉なのだろうか。

　ここはもう、その場で考えながら喋るしかない。

「ええと、サッカーのテレビを観ることと、お笑い番組を観ることと……」

「やっぱりそうか」

　東田が呟つぶやく。そうだよ。お前の言ったことは正解なんだよ。

　なんかつまらんよな。もっと注目している選手とか言うといいんだろうか。ガンバの宇う佐さ美みとジローナの指宿いぶすき？

「他ほかには……わあっ！」

　悲鳴を上げてしまった。いきなり幼少の頃ころの恥ずかしい想い出が蘇よみがえってきて、あまりのことに悶もん絶ぜつしたんじゃないぞ。理由はある。

　いきなり足の上に足が重ねられたのだ。

　よく分からないと思うので説明。この個室には靴を脱いで上がっている。で、掘りごたつみたいなところに足を突っ込んでいる。そしてテーブルを挟んで男女が向かい合っている感じ。

　当たり前だが俺おれは両足を、一段低くなった床につけていた。その左足の甲に、なぜか足が乗せられたのだ。偶然なのかと思って退どかそうとしたが、そのまま押しつけられた。つまり、わざと。

　みんなきょとんとして俺を見ている。こっちはそれどころじゃない。

　東ひがし田だの仕業か。いや、相手のつま先が俺の足首に向いているんだからあり得ない。人間の関節はそんな曲がり方をするようにできていないのだ。

　だとすると、犯人は目の前のこいつじゃないか。

　雫しずくは平然と俺を見つめていた。

「どうしたの、瀬せ能のう君」

　ポーカーフェイスのまま訊きいてきた。考えてみたら、俺が今日、この女をまともに見たのはこれがはじめてだった。

「い、いや……」

「趣味のことはおしまい？」

　そうだった。でも頭の中から吹っ飛んだぞ。

　雫が俺の足を踏んづけているのは間違いない。でもなんでそんなことするんだ。冷血女だから平然としているのは当たり前として、目的はなに。

「ええっと、他ほかには……あー、マンガを読んで……」

　うわわ。雫が足をくいくい動かした。痛くはないんだけど、足の甲を撫なでている感触がある。動きがエロいぞ。

「それから？」

「そ、そんなもん……」

「じゃあ私から訊いてもいい？」

　どうぞ、と答えたのは俺じゃなくて委員長さんだった。君たち、俺の意志をどこまで尊重しないつもりかね。

　もっとも雫は、俺が拒否しても質問したに違いない。こいつはこう訊いてきたのだ。

「どんな女が趣味なの？」

「ええ!?」

「私も男の趣味は話したわ。だったら瀬能君も話すべきじゃない？」

　いやそれはおかしいだろ。東田が勝手に訊いただけなんだから……なんて文句は通用しない。雫の発言には重みがある。現に男どもは「さっさと言え」との視線を浴びせていた。

「えー、好みの女は」

「女は？」

「さ、沙さ倉くらさん……ひっ！」

　びっくりした。雫しずくの足が、這はい上あがってきたのだ。つまり足の甲から脛すねへ。撫なでながら上っていく。

「楓かえでなの」

　雫は言った。お前、知ってるだろう。

「楓は可愛かわいいわよね。よく分かるわ。でも、他ほかには？」

「別に……」

「別に？」

「い、いない……うわ」

　また撫でられた。足先が伸びて、脛だけじゃなくて膝ひざあたりまで動いている。く、くすぐったいっていうかなんていうか。

「いないことないと思うわ」

「え……？」

「もっと瀬せ能のう君の好みのタイプ、いるわよね」

　いきなり足が離れた。と思ったら。俺おれの足首まで戻った。そしてジーパンの裾すそをめくり上げた。

「ひい！」

　思わず上げた悲鳴に、東ひがし田だと委員長さんが怪け訝げんな表情をする。

「瀬能、発狂したのか」

「医者なら紹介しません」

　病気じゃねえよ。目の前の女の仕業だよ。

　この感触は、靴下じゃなくてストッキングだ。指先が分かれてるわけないのに、器用にめくっている。中国の奥地にいる奇人みたいだ。

　そしてなにより、雫の顔はまったく平然としていた。どういう神経してんだ。血が通っているのか。

「他にもいるわよね」

　雫がまた言う。

「だからいないって……」

「とぼけるのはやめなさい」

　真実に決まってるだろう。

　雫は足を動かすのをやめてくれなかった。強引に裾をめくり、脛を足が這はい回まわっている。うわ、くすぐったいというかぞくぞくする。妙な感触が全身を貫きつつあった。

　このことは騒ぎ立てるべきなのか。でも雫しずくがセクハラしたなんて言っても信じてくれねえよなあ。俺おれって完全に痴漢の被害者じゃないか。痴女か。はらたいらのマンガで痴女ネタがあったよ。さすがにそれは関係ないよ。

　だけどなんでこんなことすんだ。沙さ倉くらさんの他ほかに好きな女なんていない。

「沙倉さんが一番好み」

「噓うそよ。他にもいるわ」

　なにが言いたい。お前にだって何回も教えて……あ。

　不意にある考えが浮かんだ。こいつ、もしかしたら自分の名前を言わせたいのか。

　ありうる。雫は筋金入りのサディストだ。きっと俺からありもしないネタを吐き出させて、喜ぼうというのだ。なんという卑劣で卑ひ怯きような女。沙倉さんとは大違いだ。

　改めて雫の顔を睨にらむ。やはりそうだ。平然としているが、自分の名を言わせたいな。そうやって俺と沙倉さんの仲を裂さこうというのか。

　意地でも言わねえぞ。しかしこの女の足先は、俺の足全部を撫なで回していた。なんか気持ちよくなってきた。決心が乱れそう。

「誰だれ？」

「えーと……」

「もっと好みのタイプがいるわよね」

「その……」

　足がまた上る。膝ひざを通過すると、さらに先へと……って、は!?　太ももの……もっと奥？

　そこってあの、例のあれがあるんですが。今触られたら、とても大変なことに。そもそもそこまで足って伸びるのか。でも雫のことだからやるかもしれない。

　どどどどどうしよう。雫の名前を言わないとこのセクハラは止みそうにない。だけど沙倉さんを裏切るわけには……。

「好みの女性って、どこにいるの？」

「沙倉さんは今ごろ家に」

　いて。足の指でつねられた。器用すぎる。

「案外近くにいるんじゃない？」

「それは……」

　うわあ。また太ももを撫でる。眼前の女はやや身体を沈ませた体勢になっていて、足をさらに伸ばそうとしていた。

「どこにいるの？」

「あの……」

「どこらへんに？」

　ひえーん。足が動いて気持ちよすぎる。俺は東ひがし田だと違ってマゾじゃないのに、なにこの感覚。目覚めたらどうするんだ。

「ええっと……」

「早く喋しやべって」

　もう駄目だ。降参するしかない。俺おれは今にも突っ伏す寸前だった。

「さ、沙さ倉くらさん以外には、黒髪が好き……」

「そう」

「ロングヘアで……」

「それで？」

「年上で、スタイルのいい女性……。なんか偉そうな役職に就いていると、なおいい……」

　俺は腹の中から声を絞り出していた。もうすぐ死ぬ。

　足がすっと、離れていった。

「いいわ。許してあげる」

　許すってなんだ。

「きっとその女性も、瀬せ能のう君のことを見てるわね」

　見てるだろうよ。目の前にいるんだからな。そいつがド近眼で、俺の姿がぼやけていたら嬉うれしいな。

「おい瀬能、オーソドックスすぎねえか」

　隣の東ひがし田だが、吞のん気きなことを言った。

「黒髪でロングなんて地味だろう。せめて茶ちや髪ぱつって言えよ」

「……」

「そんで年上なんて、まるで会長そっくりじゃねえか」

　わははと笑っていた。この男は以前から俺の沙倉さんへの思いを聞いているので、雫しずくのことなんて思ってもいないのだ。

「東田……」

「ん？」

「お前が馬ば鹿かなことに感謝するよ……」

　そう告げると、俺はとうとうテーブルに突っ伏した。





　　○






　合コンはそのあとも続いたが、俺はほとんど覚えていなかった。多分どうでもいいようなことで盛り上がったんだろう。副委員長さんが「ナツルたんが何分後に目覚めるか賭かけよう」なんて言っていたような。

「そろそろ店じまいです」

　委員長さんの言葉で、俺おれはようやく我に返った。

「ディナーの仕込みをするので、いったん店は閉めます。お開きです」

　終わりか。家に帰れることがこんなに幸せだなんて。神様ありがとう。

　俺たちは個室から出て、レストランからも出た。最後に委員長さんと一緒に、オーナーシェフに礼を言う。

　シェフは「どういたしまして。でも君、顔色よくないね」と言っていた。でしょうね。事情を聞けば、無理もないと思うはずですよ。

　外はまだ明るい。もう夜中になってもおかしくないはず。むしろなってくれ。

　副委員長さんが「二次会やるぞー」と叫んでいる。元気だなあ。

「瀬せ能のう、俺は行くつもりだけど、お前どうすんの」

　半はん澤ざわが訊きいてきた。

「俺はいいよ……」

「東ひがし田だも森もりも、行くんだって」

「無理。疲れた」

　半澤は強引に誘ったりしなかった。こういうところはありがたい。

　委員長さんたちはひとかたまりになって歩き出した。すっかりうち解とけたようで結構ですな。カラオケでもラブホテルでも、好きなところへ行って欲しい。

　大きく息を吐いた。

「ふう……」

「ため息？」

「わー！」

　飛び上がってしまった。真後ろに雫しずくがいたのである。

　彼女は遠慮無く俺を見つめていた。

「ため息をついてばかりだと、幸せが逃げるというけど」

「とっくの昔に逃げたよ！」

　しかも帰ってくる気配がない。どこで道草食ってやがるんだ。

「二次会は行かないのね」

「会長は。てっきり行ったかと思った」

「私は瀬能君といたいもの」

　さらりととんでもないことを。俺は沙さ倉くらさんといたい。

「なあ会長……」

「なあに？」

「どうしてあんなことすんだ」

「どんなこと？」

「その……足で」

　当然のように、雫しずくは返答した。

「あなたが喜びそうだったから」

「喜ばねーよ！　心臓が止まりそうになったじゃねえか」

「噓うそばっかり。気持ちよかったんでしょう」

　見透かしたように言う。否定できないのが悔しい。いやあの動き方が巧みで。

　雫がにやっとした。

「私の彼氏は変態なのね」

「変態って……」

「だって足よ？」

「足を使ったのは会長だろ！」

「今度は手がいい？」

「……」

　絶句。駄目だ、こいつとの言い争いには勝てそうにない。この話題を打ち切ることにしよう。本当に手を使われたらたまらん。

「なんで合コンなんか来たんだよ」

「あなたが出るって聞いたから」












「どうだっていいじゃねえか」

「他ほかの女に色目を使われたら、ちょっとねえ」

「委員長さんたちだぞ」

「誰だれだって一緒よ」

　こいつの思考は本当に分からない。なにか心配でもしてるのか、それともそうじゃないのか。

　まあいいや。とにかく、俺おれにとっては沙さ倉くらさんがいない以上意味はない。雫しずくにやられたことは単に事故。純潔は守られたってことにしよう。

　自宅へ向かおうとする。

「帰るの？」

「疲れたんだよ」

「じゃあ送ってあげるわ」

　雫が俺の隣に並んだ。

「おい、なんでだ」

「だから送るのよ」

「それ女のすることなのか」

「瀬せ能のう君が私を送ってくれる？」

「……いや」

　こいつの家は知らない。それに、なにが起こるか分かったもんじゃなかった。食われるとか売り飛ばされるとか。

「だから私が送るのよ」

　分かったような分からないような理屈を口にすると、雫は俺をうながした。

「今日は楽しかったわね」

　さすがにそれは異議を唱えるぞ。地獄の釜かまの中で、延々念仏を唱えていた気分だよ。しかも成仏できそうにない。

　自宅までの道のりで、俺はずっとそんなことを考えていた。












第二話　練習は完かん璧ぺきです







「紅あか音ねちゃん！」

「きゃっ」

　星せい鐵てつ学がく院いんの昼休み。図書館のカウンターで、美み嶋しま紅音は悲鳴を上げた。

　図書委員の彼女は、貸出業務も担当している。これは委員が持ち回りでやることで、だいたい週に二回。多いときは三回やる。

　紅音自身は本が大好きなので、毎日やってもいいくらいだった。図書館と書店は彼女にとって至福の空間だ。なにかと理由をつけて居座りたいくらいなのに、堂々といられるなんてこんな幸せなことはなかった。

　その幸せが破られた……と感じるのは早とちりというものだろう。単に声をかけられたにすぎない。悲鳴を上げたのは、相手の声がいささか大きかったからである。

　紅音はびくびくしながら振り返った。今はどうも弱気が先に立つ。

　図書館の入り口にいたのは顔見知りの少女、近こん堂どう水み琴ことであった。

「紅音ちゃんってば！」

　水琴はもう一度叫ぶと、カウンターまで走ってくる。こんな短距離なのに走り方は力強く、まるで闘牛の突進であった。

　彼女はカウンターの手前に来ると、煙を上げそうな勢いでストップした。

「ゴール！」

「ゴール……なんですか？」

　恐る恐る、紅音は訊きいた。水琴がうなずく。

「ゴールだよ。いや、今のはいいタイムが出たね」

「誰だれも計ってませんけど……」

「あたしの脳内計測によると、世界記録を更新した」

　大いばりで水琴は告げた。

　紅音はしみじみと彼女を眺ながめる。水琴は元気にロケットエンジンがついたような女性で、バイタリティに溢あふれている。ただあまりにも破は天てん荒こうすぎるため、美人でスタイルもいいわりには男子の人気に乏しい。常々もったいないと思っていた。

　とはいえ、彼女は幼い頃ころから世界中を飛び回り、ジャングルや砂漠で様々なアドベンチャーを経験してきたのである。普通の人間なら圧倒されてしまうだろう。紅音も、腰が引けそうになっているところであった。

「なんの、ご用でしょう」

「やだな、かしこまっちゃって」

　はっはと水み琴ことは笑う。

「図書館に生徒が来ることに、なんの不思議があんの」

「近こん堂どうさん、本は読みます？」

「読まない」

　大威張りで言われてしまった。

　正確には、水琴は読まないのではない。必要以外の本に興味がないのだ。考古学や歴史学の本なら目を通していた。この手の本は洋書が質量共に豊富だが、それも所有している。ただし紅あか音ねが以前「どれくらい読んだんですか」と質問したところ、「外国語なんか読めるわけないじゃん」と返された。フィーリングで内容を汲くみ取とっているらしい。それはそれでたいしたものだ。

「……なんの用事でしょう」

「いやあ、紅音ちゃんに会いたくて」

「あたしにですか？」

「うん。お昼ご飯、一緒に食べない？」

　つまり、昼食のお誘いらしい。

　紅音は二年生だが水琴は一年生だ。学校では、食事を一緒にする機会はまずない。ただ紅音は図書委員なので、こうやって教室から出ていると、逆にクラスの人間と食べる機会がなかった。水琴はそのあたりも考えてやってきたのである。ちなみに年下の水琴がいかにも年上みたいな喋しやべり方をしているが、これは性格によるもの。

　紅音は首を振った。

「あの、あたしもう食べたんです」

「ありゃ」

「さっきすませました。ですから……」

「まあいいや、食べよう」

「はい？」

　驚いて聞き返す。

「お昼食べようよ」

　水琴が当たり前のように繰り返した。疑問に感じている様子はかけらもない。

「ですから食べたんですけど」

「もう一度食べよう」

「……お腹なかいっぱいで……」

「大丈夫。気持ちの問題」

　肉体的な満腹なんだから、どうにもならない。

　さすがに冗談だろうと紅音は考えていた。確かに冗談めいた口ぶりなのだが、水琴に引き下がる様子は見られなかった。

「学食に行こうよ。あたし、腹ぺこ」

「あたしは満腹です……」

「満腹なのにまだ食べるんだ」

「だから食べません」

「じゃあ学食だ」

　水み琴ことは言い切った。他人の意見を聞いているとは思えない。

「学食なら食べられる」

「無茶です……」

「あたしが食べるのを見てるだけでいいから」

　どうあっても連れて行くらしい。

　紅あか音ねは観念した。一度奥に引っ込むと「食事に行ってきます」と告げる。他ほかの委員は一人だけいた。

　その娘こは顔を上げた。紅音はやや緊張する。

　彼女の名は中なか尾お沙さ也や香か。図書委員だが、あまり熱心なタイプではない。渋々やっているといった風情であった。

　そして紅音は、別のことで彼女を知っていた。沙也香は白のケンプファーなのである。

「あの……食事」

「聞こえた」

　素そっ気けない返事が来る。彼女はいかにもギャルっぽく、自分と違うカテゴリーの人間とは会話をしたがらない。これがケンプファーになると、物腰のやわらかいお嬢様みたいになるのだからたいしたものだ。

　敵と同じところで委員会活動をしているのだから、考えてみるとおかしな話だ。ただ第三者の見ている前で変身するほど、どちらも非常識ではない。

　聞こえたのだから食事に行ってもいいのだろう。紅音はカウンターに戻った。

　せっかちな水琴のことだから、先に行ったかと思っていたが、ちゃんと待っていた。

「お待たせしました。学食、空いていますか？」

「空いてるよ。さっき確かめた」

　紅音は弁当を作ってくることが多く、滅めつ多たに学食で食事をしない。なのでいつ混んでいて、いつ空いているのか把握していない。確認してもらって助かった。

　カウンターから出た。水琴が待ちかねたと言わんばかりに、腕を摑つかむ。

「よし、もう逃がさないぞ。行こう」

「ちゃんと歩きますから。……あの、近こん堂どうさん」

「んー？」

「念のために訊ききますけど、なにを食べるつもりですか」

「カレーだよ。決まってるじゃん」

　予想とまったく同じ答えだったので、紅あか音ねはまったく驚かなかった。




　水み琴ことの言うとおり、学食は空席が多かった。女子部の学食は男子部と違い、メニューが豊富で椅い子すとテーブルが綺き麗れいだ。だから人気があるのだが、たまにはこんな時もある。

　紅音が席を取り、水琴が料理を買ってくる。彼女は本当にカレーを注文した。

「持ってきたよ」

　トレーが二つ。どちらにもカレーライスが載っていた。

「近こん堂どうさん、あたし本当に食べられない……」

「両方ともあたしが食べるから。見てて」

　知り合いとはいえ、他人の食べるシーンを眺ながめてどうするのだろうと思うが、嫌ですとも言いづらい。水だけもらって見ていることにした。

「いただきまーす」

　水琴の食べるスピードはやけに速かった。テレビに出てくる大食いの人みたいだ。スプーンを片手に、カレーライスの山を崩していく。

「……速いですね……」

　つい言葉を漏らす紅音。

「ほえ？」

「食べる速さです」

「まーね。前にアフリカのサバンナで休憩していたら、内戦がはじまっちゃってさあ。頭の上を砲弾が飛び交ってる中でご飯食べてたの。あれ以来だね、速く食べるのも芸のうちだって悟ったのは」

　相変わらず、常人とは思えない経験をしていた。

　あっという間に一皿平らげる。水琴は水で喉のどを潤うるおしていた。

「ここのカレーって、わりといけるよね」

「そうなんですか？　あたし、違いがよく分からないんです」

「ドライブインでカレーを食べたときのような平凡さがいいんだよ」

　聞いても意味不明だったが、水琴が言うのだからそうなのだろう。カレーに関しては紅音よりもずっと専門家であった。

　水琴は二皿目に取りかかる。健けん啖たん家かだ。

　紅音は少ししてから言った。

「……食べながらでいいんですけど……」

「なに？　今は食べながらじゃなければ聞けないけど」

「あたしに話があるんじゃないんですか？」

「なんで？」

「だって近こん堂どうさん、いつもは図書館に来ないじゃないですか。ナツルさんがいるときでもないと」

　水み琴ことのスプーンが、ぴたりと止まる。

「いやあ……たまには紅あか音ねちゃんとご飯食べたいなって」

「はあ……」

　紅音はいったん質問を止める。水琴が食事を再開した。

　そこを見計らって言った。

「ナツルさんのことですか」

　がりっ。

　水琴がスプーンを力一杯囓かじった。金属を嚙かむことでも、こんな音が出るのだなと紅音は思った。

　目の前の少女は、目に見えて動揺していた。

「なっ……なんで分かったの!?」

「やっぱりそうなんですか。ナツルさんの名前を出したら動揺してましたから」

「あんたもしかしてエスパー？　会長が変装してんじゃない？」

「どっちも違います」

　素人しろうとでも分かりますと付け加えた。ナツルのことを言ったあとと言うまでの態度が、明らかに違うのだから。

　水琴はカレーを食べることを中断した。

「うん……まあそうなんだけど」

　スプーンを下に置く。ただし離さない。どことなくだが、耳たぶが赤かった。

「あたし、ちょっと、その……ナツルとは……ね」

「？」

　紅音の頭上に疑問符が浮かび、くるくる回転した。

　基本的に水琴ははきはき喋しやべり、ついでに声も大きい。弱気や内気とは縁がなく、紅音とは対照的だ。それだけに紅音は、自分にないものを持っている彼女を尊敬していた。

　なので、こういう反応自体が珍しい。

「あたし、なにか変なこと言いました？」

「変なことっていうか……」

「ナツルさんですか」

「うん……」

　ぴん、ときた。

「なにかあったんですか？」

「いやっ、なにもないよ。本当になんもない。本当に……ナツルとはなんにも」

　スプーンを持ったまま、手をぶんぶん振り回す。

「なんにもないって。間違いないから。別にナツルはなんにもしてないの。むしろあたしが……えっと、それもないことに……なって……多分」

　明らかになにかあったようなうろたえ方だ。追及した方がいいかと思うが、顔を真っ赤にしているので、今はやめるべきかと考えた。

「いいですけど……それが？」

「あのさ、あたし、不慣れなんだよね……」

「なんのことでしょう」

「男の子のこと」

　なにかと思ったらそれか。これは紅あか音ねも同じで、やはり不慣れである。男性と喋しやべると声がうわずることが多い。これでもマシになった方で、以前はまともに顔も見られないばかりか、舌がうまく回らず挙動不審を繰り返していたのである。

「外国人なら平気なんだけど、日本で、しかも幼おさな馴な染じみになると変になっちゃうんだ。そのせいだと思うんだけど、どうもナツルを見られなくて」

「見られないって、ナツルさん別に透明になったわけでも」

「そりゃそうだけど、その、ね……」

　歯切れが悪い。これも珍しかった。

　彼女はスプーンでカレーライスをかき混ぜる。食欲をなくしたような仕草だ。

「紅音ちゃんは、ナツルのこと平気だよね」

「平気ですけど……近こん堂どうさんだって同じですよね」

「あたしはなんていうか……過去形なの。平気だった」

「はあ……」

　どうもよく分からない。昔は大丈夫でも今苦手というのは、人間関係において滅めつ多たにあることではない。

「なにかあったんですか、ナツルさんと？」

「ない……はず。ていうか、あれくらいのことで、あたしなんでこんなに……」

　赤みが耳たぶから頰ほおに移り、水み琴ことの顔面全てを覆おおった。文字通り真っ赤になって、いきなり高熱を発したみたいになっていた。

　さすがに紅音も心配になってきた。

「近堂さ……」

「あ、紅音ちゃん!!」

「はい!?」

　大声を出されたので、思わず返事。

「紅あか音ねちゃんはナツルのことで、その、焦ったりしないの？　たとえば会長とかさ」

「どういうことでしょう」

「今度、沙さ倉くらさんの家に行くじゃない。それで、ほら、色々あると思うんだけど、やっぱ会長がリードしてるかもって」

「いえ、そこは別に」

　紅音はあっさり返答する。アニメショップでの一件から、彼女は雫しずくに対しての過度な警戒心や畏おそれを抱かなくなっていた。たとえそれが勘違いもしくは思い込みによるものだとしても、ある程度の苦手意識は克服できたのである。

　水み琴ことは目をしばたたかせ、ついで息を吐いた。

「いいなあ」

「そう言われるほどじゃ……」

「だって会長とも渡り合っているんじゃん。なんか一番のライバルになったみたいだし」

「そういう意識はないです」

　紅音は答えた。万能生徒会長と張り合おうとしたところで、どだい無理な相談である。ただしこと個人同士の関係性の話だったら、まだなんとかできた。目的はナツルなのだから、雫ではなくナツルがどうにかなればいいのだ。

「あたし、そこが駄目なのよねえ……」

　また、はあとため息。

「心臓ばっかりどきどきして……自信失いそう。なんか、会長や、それこそ紅音ちゃんに対抗できるものがあればいいのに……」

「誰だれよりもカレーを食べるじゃないですか」

「ナツルへのアピールになんない」

　それはそうかもしれないが。

　紅音から見れば、水琴は個性的でアピールするものを持っている。なんといっても世界中飛び回っている分、経験が豊富であり、話も面白いのだ。十分だと思うのだが、やはり女としては足りないのだろうか。

「ねえ紅音ちゃん。相談なんだけど」

　水琴が真剣な表情になる。

「そのね……あたしたち、ナツルとキスしたじゃない」

「ええ……」

　ナツルとのファーストキスを思い出して、紅音も赤くなった。

「あれってうまくいったのかどうか、いまいち自信がないのよ」

　紅音は、ふざけているのかと思って水琴を見返す。もちろん真面目まじめだった。

「それ、なんです？」

「だから……その、初心者としてはちゃんとしていたかどうか分からないわけ。もしかしたら、ナツルに不愉快な思いをさせたかもしれないじゃん」

　水み琴ことは赤面しながらそう言った。

　紅あか音ねは、自分がナツルとはじめてキスしたときのことを思い出していた。おどおどとして、小鳥がついばむような仕草。あわただしい状況だったが、そんな感じであった。

「不愉快というか……なにも分からなかったかも……」

「でしょ。だから、ここで練習が必要だと思うの」

　またなにを言い出すんだと紅音は思った。何故練習。

「あ、あたしと紅音ちゃんで練習しておけば、会長に対抗できるじゃない」

「そんなに会長と対抗したいんですか」

「それもそうなんだけど……もしナツルの返事がイエスだったら……ほら、あ、あたしがリードとかもしてみたいから……」

　水琴はさらに顔を赤くしていた。もはや赤の絵の具ではすまないくらい紅潮している。ヤカンを乗せたら沸騰しそうだ。

　紅音は恐る恐る訊きいてみる。

「練習ってなんですか……？」

「紅音ちゃんは笑うかもしれないけど……」

「あたしだって男の人は得意じゃないです。笑いません」

「キスの練習をしたいの……」

　続けて水琴は言った。

「紅音ちゃんと」

　そうですか、と紅音は呟つぶやいたあと、とんでもないことに気づいた。もしや自分と水琴で練習をするのか。

　紅音は椅い子すから跳び上がりそうになった。

「あっ、あっ、あたしと練習するんですかあ!?」

「大きい声で言わないでよ。みんな見ちゃう」

「見るに決まってます！」

　まさかキスの練習とは。紅音は経験が乏しく、しかもナツルとしかしていない。だから下手だというのは自分でも理解している。だからといって、わざわざ練習するものだろうか。

　分からない。なにせ初心者なものだから、正しいのか間違っているのかすら判別がつかないのだ。頭がくらくらしてきた。

「どうやるんですか……」

「だから、キス……」

　さすがの水み琴ことも、関係ない人間がいるなかでキスキスと連呼するのは恥ずかしいらしい。声が小さかった。

「ここで、ですか？」

「まさか……」

　水琴は顔を上げる。

「でも、あたしたちにはキスが必要なのよ。ここでベテランになっておけば、ナツルをあっと言わせられるでしょう」

「そうでしょうか」

「そうよ。グラン・チャコのアルゼンチン人も『情熱的なキスが男を振り向かせる。それには練習しかない』って言ってたんだから」

「騙だまされたんじゃないんですか……？」

　紅あか音ねは呟つぶやいたが、水琴の耳には入っていないようであった。南米の密輸業者と互角に渡り合う度ど胸きようの持ち主も、こと男女関係になるとまったくの白紙状態となる。

　それは紅音も同じであった。

「やっぱり練習したほうがいいんでしょうか……？」

「そうだと思う」

　何度も言われてしまうと、紅音も信じられるようになってきた。もしかしたら世の女子高校生たちも、寝る間も惜しんでキスの練習をしているのでは。考えてみれば、ファッション雑誌の読者モデルたちはいかにも「やってます」みたいな顔をしている。そうでなければ業界で生き残れないだろう。彼女たちを指針として行動している女子はそれほど大量にいるはずで、自分は世の主流から置き去りにされて別方向に泳いでいるのかもしれない。

「そう……ですね。分かりました」

　紅音はうなずく。水琴はほっとした。

「ありがとう。紅音ちゃんなら理解してくれると信じてた」

「練習って、ここでするんでしたっけ」

「あたしは見られながらするって嫌なんだけど、紅音ちゃんはいいの？」

「む、無理です」

　急いで首を振る。ナツルとキスをしたときですら恥ずかしかったのだ。特に会長に見られていると思っただけで死にそうになった。

「どこかいい場所を知らない？」

　いい場所。そんなところあるのだろうか。学食は当然駄目だし、教室も同じくらい駄目。屋上は人気がないが、万が一ばれたらことだ。あるゆる角度から丸見えになる可能性だってある。

　図書館はどうだろう。あそこもまずい。死角になっている場所があるのだが、長時間いるとやはり疑われるのだ。

　それよりも、鍵かぎがかかる部屋がいい。自由に使えて、施せ錠じようでき、それほど怪しまれないところ。

「あ……あります」

　紅あか音ねは呟つぶやいた。

「どこ？」

「図書館です。そこの、奥の方に、安全なところが」

　紅音は水み琴ことにそう伝えた。




　二人は図書館へ向かった。

　昼休みはまだ余裕があった。そろそろ終わってもおかしくないと思っていたのだが、そんなに時間はたっていなかったようだ。やけに濃い話が続いたので、長時間学食にいたように感じる。

　図書館に入った。紅音の場合は、戻るという感覚だ。

　中にはまばらながら、生徒の姿があった。本好きな生徒というのは、どこの学校にも一定以上いる。

「紅音ちゃん、ここじゃ人目があるよ」

　水琴の言葉はもっともだ。しかし目的の場所はちょっと違う。

「こっちです」

　紅音はカウンターの中に来るよう、水琴をうながした。

「え、いいの？」

「多分、なんとかなります……」

　眼鏡の少女は、カウンター奥の部屋を覗のぞき込こんだ。

　誰だれもいない。思った通りだった。今の時間は図書委員が引き上げてしまい、司書もまだもどってきていないのだ。カウンター業務の生徒だけになり、その生徒は紅音である。そして奥の部屋の鍵も持っていた。

　さっきまでいた沙さ也や香かの姿もない。当番でもなければ絶対に顔を出さないから、もう戻ってこないだろう。つまり無人の時間帯。

「近こん堂どうさん、中に」

　水琴を招き入れる。彼女は周囲を注意しながら入ってきた。

「ふう……」

　どちらからともなくため息。だがここからが本番である。

「えっと……キスなんだけど」

　水み琴ことが発言する。

「全身が映るような鏡なんて、ないよねえ」

「そういうのは、保健室にしかなかったと思います」

「あそこ、なんか髪の長い養護教諭がいるからやだ。じゃあ、鏡なしでやるしかないのかあ……」

　紅あか音ねはどうして鏡が必要なのか訊きいてみた。水琴によると、「フォームの確認のため」とのこと。

「ほら、野球のピッチャーだって、シャドウピッチングしてフォームチェックとかするじゃん。キスも同じだと思うんだ」

「あ、なるほど……」

　紅音は感心した。さすが世界中を渡り歩いている人間は発想が違う。きっとアメリカあたりのスタンダードなんだろう。

「鏡がないなら、どうしましょう。カメラで撮ってフォームチェックをしましょうか」

「携帯電話の写真じゃ小さいからなあ」

　顔も全身も映っていないと、きちんと確認できないというのが、水琴の説であった。

「やっぱり、お互いに目で見て、確認するのが一番いいんじゃないかな」

「……それって、その……キスをする格好をするんですか」

「うん」

　思わず紅音はたじろいだ。理屈としては正しいのかもしれないが、身体が勝手に反応した。

「どうやって……」

「紅音ちゃんからお願いできる？　キスの格好」

「え……どんなことするんでしょう……」

「だから、キスするときのポーズを」

　水琴は真顔だった。食堂でカレーを食べてから、彼女はずっと真剣である。

　当然だが紅音は慌てた。

「あの、あたし、キスされる側……あれ？　する側……いえ、一人でするんですか……」

「ポーズが重要なんだから、シャドウピッチングでいいと思う。エアキスよ」

「エアキスって、言いづらいですね……」

「早くやるの」

　急せかされて、仕方なく紅音は壁際に進み出た。

　しかしどうすればいいのか見当もつかない。とりあえず、かすかに上を向いてみる。

「うーん、リアリティが足りないなあ」

　と水琴。当たり前ですと紅音は呟つぶやく。

「上を向くだけじゃなくて、もっと工夫してよ。目を軽くつぶるとか」

　言われたとおりにした。

　また顔を上に向け、今度はまぶたを閉じる。ぎゅっとつぶるのも芸がないので、うっすらと天井付近を見るようにした。

　水み琴ことがうなっているのが分かった。

「……やっぱり、なにか足りない」

「なにかってなんですか」

「雰囲気かな」

　誰だれも相手がいない「エアキス」状態では雰囲気もなにもない。水琴は腕組みをしながら言う。

「こう、男の人がいると思い込んでやって」

「はい……」

　今度は、頭の中に男性を思い描いた。相手は当然、自分のファーストキスを捧ささげた人。

　自分よりは背が高いから、やはり上を向く。そして背中に腕を回されやすいように、（想像上の）男性に近寄った。

　なにやら身体が熱くなってきた。抱きしめられているような感覚があり、気持ちがよくなっていく。心の中で「もっとぎゅっとしてください」とかなんとか。

「紅あか音ねちゃん」

「……」

「紅音ちゃん？」

「あ……はい」

　夢うつつだった紅音は、慌てて返事をした。

「どうしたの。なんか入り込んでいたみたいだけど」

「そうですか……」

「気分よさそうだったし」

　どことなく不満そうな水琴。紅音としては、肯定するのも否定するのもあれだったので、とぼけることにした。

「それで、その、あたしのポーズはどうだったんでしょう」

「んー、なんていうか、キスをしたがっているんだけど、まだ不慣れな女の子？　みたいな感じ」

「……当たり前です」

「真剣なのは伝わったけど、どうもぴんと来ないのよ」

「あたしはある程度満足しましたけど」

「じゃあ交代」

　今度は水み琴ことがやることになった。紅あか音ねはポーズをチェックして、アドバイスをする役。

「じゃあ、やってみるね」

「どうぞ」

　水琴は顔を上に向けるとわずかに口を開けた。身体は直立したまま。

「……どうだろう」

「なんか、もの凄すごく高いビルを眺ながめているみたいにしか見えません」

「じゃあこれは？」

　今度は手で空間を抱き上げるようにしている。紅音は首をかしげた。

「お相撲すもうさん？　はっけよいのこった、みたいです」

「あたしは相撲よりカポエラの方が好きなんだけどなあ。……じゃ、これ」

「犬を抱っこしてるみたいです」

「こっちは？」

「熊くまに襲われた人」

「これは」

「生き別れの両親と出会った感動シーン」

　水琴がポーズをやめて口を尖とがらせた。

「ちゃんとアドバイスしてよ」

「してます」

　と紅音は返事をした。彼女の目からは本当にそう見えるのである。水琴のしていることは、キスシーンというよりイッセー尾お形がたのひとり芝居であった。

　再び水琴は腕組み。

「やっぱり、経験が足りないのがいけないのかなあ」

「足りないから練習しているはずでは」

「なんかこう、相手がいないのがねえ……」

　そう呟つぶやいてから、水琴は紅音を見つめた。眼が真剣だが、どこか邪悪。

　紅音は嫌な予感がしてきた。

「な……なんですか」

「ちょっと手伝ってもらえる？」

「手伝ってますけど」

「もっと本格的にした方がいいと思うんだ。やっぱり実践してなんぼだから」

「どういうことでしょう……」

「あのね、あたしと紅音ちゃんで抱き合うのは？」

　紅音は文字通り跳び上がった。本日二度目。

「えええっ!?　ああああたしと近こん堂どうさんでですか!?」

「うん」

「そ、そんな。女の子同士でキスなんて……！」

「ちょっとやめてよ。キスするんじゃなく、ふりだって」

　慌てたように水み琴ことが言い添えた。

「あたしだってそっちの趣味はないから。ああいうのは会長に憧あこがれている一年生にやらせればいいんだって」

「近こん堂どうさんも一年……」

「ノーマルだから！」

　そう水琴は言っていた。

　練習にしろ、相手がいる方が確実だということくらい、紅あか音ねも分かっていた。実践形式が有効なのは、なにもスポーツだけではあるまい。ましてキスなんてのは、二人でおこなうものだ。

　しかし女同士でやるなんて。確かにナツル以外の男とするつもりはないから、正しいのかもしれない。でもなにか間違っている。

「抱き合うんですよね」

「うん」

「あたしと近堂さんで」

「うん」

「他ほかに手はないんですか……」

「理科実験室に人体解剖模型と等身大の白骨模型があるけど、持ってくる？」

　お断りであった。作り物とはいえ、筋きん肉にく繊せん維いが剝むき出だしになった顔や髑どく髏ろと口づけをする趣味はない。肝試しであってもごめんである。

「よし、やろう」

　水琴はアグレッシブであった。ナツルとの本番を想定しているということが、彼女を駆り立てているのかもしれない。対照的に紅音はおどおどしている。

　二人は向かい合った。

　身長にそれほどの違いはない。なので互いの目を見つめ合う格好になる。そこがまた妙なリアリティを醸し出していた。

　紅音は我慢できず、顔をそらす。

「な、なんか……まともに水琴さんを見ることが……」

「我慢してよ」

「変身していいですか……」

「やめて。二秒であたしの頭が撃ち抜かれちゃう」

　変身前の自分でも、もう少し強気だったらなにをしたか分からないと、紅音は思っていた。

　改めて向かい合う。恥ずかしさはまったく薄れず、むしろ増していた。

「どっちがナツルさん……男役ですか」

「あたし、かな」

　水み琴ことがゆっくり手を伸ばす。さすがにおずおずとしていた。

「紅あか音ねちゃん、なんかナツルの物もの真ま似ねとかしたほうがいい？」

「別に……」

「幼稚園の時の、あたしが掘った落とし穴に落ちて泣き叫ぶナツルの真ま似ねとかできるよ」

「いいです」

　万が一似ていたらことだ。本気になったらどうする。

　水琴が抱きしめる格好になった。紅音としては、彼女に身をうずめていればいい。カップルという観点からは幸せなひととき。

　しかしここでの相手は女性なのである。

「近こん堂どうさん……身体、柔らかいです……」

「そりゃ女だもん」

「ナツルさんはもっと硬いはずで……」

「今から筋肉硬くするのは無理。我慢して」

　水琴の腕が背中に回る。ぎゅっと抱きしめられた。

「ひゃっ」

　肩口に顔が当たった。そして胸に胸が押しつけられる。

　紅音は水琴の胸のふくらみを、しっかりと感じ取るハメになった。

　妙に大きい。小さくないとは知っていたが、こうやっているとその大きさが感じ取れた。触ると、とても柔らかいのだろう。自分が控えめなだけに、コンプレックスが刺激される。

「あの、もっと離れて……」

「それじゃ練習になんないと思う」

　むしろ水琴は身体を押しつけてきた。より胸の感触が分かるようになる。

「こここ近堂さん……！」

「我慢してよ。あたしも我慢する」

「そんな趣味ないんですけど……」

「あたしもないなあ」

　なのになんでこんなことをしなければならないのか。

　しばらく二人は抱き合っていた。

「えーと、じゃあそろそろやるよ」

　水琴が言う。

「紅あか音ねちゃん、顔こっち向けて」

「ほ、本気ですかあ……」

「練習するって紅音ちゃんも承知したじゃん」

　紅音はおずおずと、肩口から顔を上げる。そこには水み琴ことが待ちかまえていた。

　改めて見るとナツルの幼おさな馴な染じみは美人だった。化粧っ気のない顔だが、整っていて目鼻立ちがはっきりしている。男子の間でそれほど騒がれていないのが信じられない。

　だからといって、キスの相手となると話は変わってくる。

「少しだけ上を向いて」

　水琴が注文をつける。

「あたしが背の高い役をやった方がいいから」

「ひい……」

　言われたとおりにした。上を向いて口を少しだけ開ける。必死に「この人はナツルさん。この人はナツルさん」と自分に言い聞かせた。

　水琴が背伸びをしたのが分かる。身長差を出すためだ。背中に回されている手に力がこもっていく。

　水琴の顔が接近してきた。

「うわ、紅音ちゃん。眼鏡が震ふるえてるよ」












「震ふるえますよお……！」

「あたしも緊張してんだから、ちょっとだけ我慢して」

　紅あか音ねは耐えきれずに目をつむった。水み琴ことの体温まで分かりそうだ。

　唇が近づく。先と先が、ほんの少しだけ触れあった。

「ひゃ……」

　紅音は悲鳴を上げた。同時に心の中で「ナツルさんごめんなさい」と何故か謝った。

　水琴はその距離をキープ。たまに近づくがすぐに戻る。

　しばらく、無人のはずの部屋で、女子高校生二人が抱き合って口づけするという、なんとも言えない光景となった。

「も……もういいですかあ」

　紅音は悲鳴を上げた。

「んー、いい、かな……」

　水琴が離れる。そして改めて顔を見合わせた。

「ふう……」

　二人とも、どっと疲労感が押し寄せてきた。特に紅音に顕けん著ちよである。彼女は我慢できず椅い子すに座った。

「疲れました……」

「ほんと。どれくらいやってたんだろ」

「三時間くらいですか……？」

「そんなにやってたらあたし死んでる。キス自体は……二十秒くらいじゃない」

　水琴が時計の針を確認している。たいして動いていなかった。

　紅音は一気に老けたように感じた。

「女の子とキスしたなんて……もう……」

「あたしはじめて。心の中でナツルに謝った」

　実は紅音も同じであるが、あえて言わなかった。疲労感がピークに達していたこともある。

「近こん堂どうさん、これで練習になったんですか……？」

「どうだろう……。紅音ちゃんは？」

「女の子とキスしたってことだけです」

「それじゃ練習になんないよねえ」

　水琴はふと思いついたように言い出す。

「もう一度やった方がいいかな」

「ええっ!?」

　紅音は疲労がどこかへ飛んでいくのを感じた。代わりに衝撃が二泊三日でやってくる。

「ままま、また……」

「やっぱあれじゃ分からないからさあ」

　水み琴ことはしばらく考える。それから切り出した。

「あのさ、舌入れた方がいいのかな」

「えー!!」

　もう何度目か分からないくらい、紅あか音ねは驚いた。

「し……舌……」

「その方がリアリティあるでしょ。ナツルも喜ぶかもしれない」

　それはどうなのだろう。いきなりそんなことをしたら、引いたりしないのか。逆に軽けい蔑べつされたら目も当てられない。

　しかしそのためらいも、次の言葉で消え去った。

「会長は舌入れたはずだけど」

「……やります」

　雫しずくに負けるわけにはいかないのだ。

　今度は真剣に、二人は抱き合った。まだぎこちなく、おどおどしているものの、ためらいはさっきよりもずっと小さい。

　紅音が上を向く。水琴が抱きしめた。

「いくよ、紅音ちゃん」

「はい」

　顔が近づく。勢いよく唇が合わさろうとした。が。

「失礼します。入ってもよろしいですか？」

「舌なら……」

「舌ではなくて」

　紅音の言葉に別方向から返事があった。最初の質問もそこからのものだ。

　二人は急いで離れた。部屋の入り口には、図書委員の沙さ也や香かが立っていた。

　彼女はギャルっぽい格好ではなく、礼儀正しいお嬢様のような雰囲気だった。ケンプファーになっているのだ。

「なっ、中なか尾おさん……！」

　紅音は仰天した。白のケンプファーが来たことより、今のシーンを目撃されたことが大きい。そして鍵かぎをかけていなかったことを思いだす。

　沙也香の表情は軽蔑ではすまなかった。

「忘れ物を取りに戻ってみれば……呆あきれてものも言えないとはこのことです」

「いえ、これはですね、好きでやったのではなくて……」

「女同士で抱き合ってキスだなんて、軽蔑に値あたいしますわ。こんな人たちと戦っているだなんて」

「その……」

「戦闘になるかと思って変身したのに、馬ば鹿か馬ば鹿かしいことこの上ありません」

「はい……」

　紅あか音ねはうなだれる。一言もなかった。

　沙さ也や香かは武器を出現させていなかった。

「文句の一つも言いたいところですが、ここでは自じ重ちよういたします。ただし」

　彼女はさげすみながら続ける。

「楓かえで様には報告いたしますから」

「え……」

「あの方の口から瀬せ能のうさんに伝わらないといいですわね」

　心底侮ぶ蔑べつした口調だった。ケンプファーになったことで、モラルまで真面目まじめな方へ変化したらしい。

　それだけ言うと、沙也香は出ていった。

「……行っちゃった」

　水み琴ことが呟つぶやく。紅音は肩を落とした。

「ああ……こんなところを白い人に見られるなんて……」

「あたしも驚いた」

　ほとんど弱みを握られたのと同じである。金を要求されたらおとなしく従ってしまいそうだ。

　紅音は恨めしそうに水琴を見る。

「近こん堂どうさんは、なんでそんなに元気なんですか」

「元気じゃないけど、腹が据わった。東南アジアじゃ両刀使いって思われていたもん。それに比べりゃ」

　さすがアドベンチャーな人生を送っているだけのことはある。世界ではこれが標準なのだろうか。しかしここは、残念ながら日本だ。

「もしかしたら、ナツルさんにばれちゃうかもしれませんよ……？」

「う……」

　水琴の顔色が変わる。

「誤解されたらどうします？」

「それは……」

「同性愛者だって信じるかも」

「うわああ。あたしナツルの顔も見られないってのに……」

　水琴は頭を抱えてしゃがみ込んだ。ようやく不安に襲われたらしい。

「これじゃ自殺ものだよ……」

「あたしだってそうです……」

　しばらく二人は無言のままだった。やがて、水み琴ことがのろのろと顔を上げる。

「ねえ、紅あか音ねちゃん」

「なんでしょう」

「せめてもう一度、練習する？」

「いえ、断ります」

「そうだよね……」

　水琴はまた頭を抱える。しばらくしてから、紅音も同じ格好でうずくまった。

　授業開始のチャイムが鳴っても、二人は長い間このままだった。



















第三話　ぬいぐるみと先輩と私







　ひとけはないくせにやたらと広い家の一室で、三さん郷ごう雫しずくは目を覚ました。

　カーテンの隙すき間まから日光が差している。今日も晴天のようだ。結構なこと。

　朝は誰だれにとっても平等にやってくる。眠かろうと眠くなかろうと、太陽は昇るのだ。社会的な格差がどうあれ、日光だけは等しく降り注ぐ。まさしく天からの恵み。

　もっとも雲が出てくればそんなことも言ってられない。地域によって差が出るし、数キロ離れただけでも雨が降っていたりする。作物の出来不出来にも関係してくるだろう。それこそ国家によっても違いはあった。

　そこまで想像を巡らせてから、わずかに首を振る。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。一介の高校生が、世界規模での天候を気にしてどうするのだろう。想像力は大事だと思うが、そろそろ学校だ。今日も勉強だけではなく様々な案件が待っている。荒こう唐とう無む稽けいな発想もほどほどにしないと。

　もっとも、荒唐無稽にならざるを得ない事情もある。今の自分は、いささか厄介な立場にあるのだ。普通の高校生でいるつもりが、変わった存在にもなりつつある。

　ベッドから身体を起こすと、わずかに肩を回した。凝ってはいないが、少し重さを感じる。誰か揉もんでくれる人がいるとありがたいが、ほとんど一人暮らし状態だ。自分で健康管理をするしかない。

　家を建てた父親は愛人のマンションに入り浸っている。自宅には滅めつ多たに帰ってこなかった。母親は事業に熱中していて、やはり帰ってこない。そうなると自分で全てやらなければならなかった。

　雫は昔から大人びていると言われている。大人もなにも、導いてくれる人がいないのだから、自分がしっかりしなければ話にならないのだ。自然と「ひとりでできることは、する」という考えになるし、スキルも身につく。夕食は家族みんなで過ごすものだと知ったのは、ごく最近のことだ。

　彼女は「そういう家庭環境なのだから」と割り切っていた。ならば自分で出来ることをやるしかない。いつの間にか万能生徒会長と呼ばれるようになってしまったが、多分そんなことが関係しているのだろう。

　雫はＴシャツとパンツだけの姿で、ベッドから降りた。すると部屋の隅から声がかかった。

「おはようございます、雫様」

「はい、おはよう」

　妙な挨あい拶さつだ。他人が見たらなんと思うやら。

　挨拶自体はおかしくないのだが、なにしろ雫の会話の相手は人間ではない。化か学がく繊せん維いでできた、ぬいぐるみなのだ。

　腹から内臓を溢あふれさせた猫が話しかけていた。

「今日も天気はいいみたいですわね」

「晴れよ」

「雫しずく様、そろそろここから動かしてもらえるといいのですが」

「当分そこにいなさいな」

　カンデンヤマネコと名付けられているぬいぐるみは、毎朝恒例の文句を言っていた。それに対する返答もいつも通り。

　ぬいぐるみが喋しやべる。このことだけでも大変なことなのに、これは友人からもらった、臓物アニマルシリーズというグッズであった。

　売上げ不振に陥おちいったオモチャメーカーが、切り札として市場に大量投入したものだ。その不気味なコンセプトから驚くほどの消費者離れを見せており、市場縮小に拍車をかけているとまで言われている。雫もまるで興味がないのだが、なにしろもらいものなので、捨てるわけにもいかなかった。

　そうこうしているうちに、このカンデンヤマネコは喋り出した。どこかに飾っておくのがいいのかもしれないが、さすがに目にも耳にも悪い。そのため彼女は、ずっと部屋の隅に転がしていた。

「誓約の腕輪は慣れましたか」

「慣れないわ」

「戦うのには絶対に必要なのです。どうか慣れてください」

　雫は右手にある、金属製のブレスレットを触る。実はこの感触にもだいぶ慣れた。とはいえ、カンデンヤマネコにそこまで話す義理もない。

　彼女はハンガーにかけてある制服を下ろした。まだ着ない。朝食を取ってから。

「雫様は選ばれた存在、ケンプファーなのです」

　カンデンヤマネコが女声で言う。

「いずれ絶対に、最強の戦士となります。雫様はそういう方なのです」

　雫はカンデンヤマネコを拾い上げる。

「あなた、いつも私にそう言ってるけど」

　顔を近づけた。

「どうして私が戦わなきゃいけないの？」

「ケンプファーだからです」

「嫌だって言ったら？」

「嫌もなにも、もう戦っています。雫様も敵を倒したはずですわ」

　その通りだ。ケンプファーにさせられてからというもの、何回か青のケンプファーと戦ってきた。

　戦いに否いやも応もない。なにしろ向こうが襲ってくる。応戦しているうちに、自然とこちらからも仕掛けるようになっていく。気がついたらこうなっていたというわけだ。

　もちろん当初はこうではなかった。ケンプファーとして成長したのは、ある人物のおかげでもある。

「雫しずく様にかかれば、青のケンプファーなんて敵ではないのです」

　カンデンヤマネコは嬉うれしそうに言う。

「もっと倒してください」

「……ねえ」

　雫はカンデンヤマネコをベッドの上に載せた。

「どうして私がそんなことを？」

「選ばれたからです」

「それは知っている。でもどうして？　そもそもあなた、どうして喋しやべっているの？」

「……そのことは、私にも分からないのです」

　ぬいぐるみは正直に述べていた。

「なんで喋っているのやら」

「私の台詞よ」












「でも雫しずく様のために全力を尽くしていますわ。本当です」

「礼を言うべきなのかしら」

　このところ同じ内容の会話ばかりを繰り返している。このぬいぐるみの中に、ＩＣレコーダーでも仕掛けられているのではと思えるくらいだった。

　らちがあかないと言うべきだ。本当に疑問を解消したければ、自分で調べるしかないのだろう。カンデンヤマネコをくれた人に聞くか、ケンプファーの先達に聞くか、あとは戦い続けるか。

　わずかに顔をしかめる。なに格好いいことを考えているのやら。ただの高校二年生だというのに。

　今日も学校だ。早く朝食をとって出ないと。雫はカンデンヤマネコを元の場所に戻し、手早く部屋着に着替えると、階段を下りていった。





　　○






　遅刻はしなかった。元々したことがない。小学校からこのかた、延々皆勤賞である。どういう利点なのかは悩むところだが、生徒会長としての役職に箔はくをつけるには、都合がよかった。

「おはようございます、会長」

「会長おはようございます」

「おはようございます」

　校内、女子部の敷地に入ると、生徒が一斉に挨あい拶さつをしてきた。雫はその全てに「おはよう」と返事をしていた。

「雫ちゃん、おはよう」

　ひときわ明るく、楽しげな声がした。雫は振り返り、先ほどまでよりはちょっとだけ感情を込めて言った。

「おはよう、楓かえで」

　沙さ倉くら楓は両手でカバンを提げ、いつものようににこやかであった。

　雫と楓は幼おさな馴な染じみだ。年齢は雫の方が一歳上だが、口調は同年齢のそれである。幼稚園の頃ころから顔なじみであり、途中疎遠になったこともあったが、星せい鐵てつ学がく院いんに入学してから関係は復活した。生徒たちには仲のよい友人として知られている。

　雫は、ブレスレットがなるべく見えないように、自分の袖そでを引っ張った。楓は気づいていない。

「雫ちゃん、相変わらず几き帳ちよう面めんね。今日もいつもと同じ時間に登校」

「生活のリズムを一定にするのは、身体にもいいのよ」

「わたしはさぼっちゃうなあ。たまに遅刻するし」

「それは生徒会長として見過ごせないわね」

　雫しずくは諭すように言う。

「遅刻をなくせば、もっと評価が上がるわよ。楓かえでは成績も良いんだから、生活態度も手を抜かないように」

「あん。雫ちゃん厳しすぎ」

　楓が口を尖とがらせた。

「少しくらい朝寝したっていいと思う」

「寝るのは休日に、いくらでもできるでしょう」

「わたし、休みの日もいつもと同じ時間に起きちゃうんだもん」

「健康な証拠。平日もそれくらいの気持ちでいることね」

　楓は「むー」とむくれたが、すぐに元に戻った。

「なんか雫ちゃんとお話ししてると、ずっと年上の人みたいに感じる」

「ひとつしか離れてないわよ」

「だって大人っぽいんだもん」

「本当の大人は、もっと深みがあるものよ。顔つきや雰囲気に重みが出るから。私は人生経験が浅いからうわべだけ。子供よ」

「子供はそんなこと言わないと思う」

　楓は、どことなく苦笑しながら言っていた。

　そんな二人には、頻繁に声がかかる。雫には「おはようございます」と丁寧に。楓には「おはよう」と親しげに。そして大勢の生徒が、遠巻きに二人のことを眺ながめていた。

　その視線は好奇に満ちたものではない。憧あこがれと羨せん望ぼうが入り交じった、独特のものであった。

　無理もない。この二人は、いわゆる「星せい鐵てつ二大美女」であった。

　星鐵学院女子部には、見栄えのいい娘こが揃そろっている。これは伝統的なもので、「美人の多い女子と一緒にすると男子の成績が落ちるから、共学ではなく別学なのだ」との噂うわさがあるくらいだ。

　中でも二人は抜きんでていた。明るく春風のような親しみを感じさせる楓と、クールで怜れい悧りな美しさを放つ雫。対照的だがともに美人で、しかも仲がいい。同じ女子にも絶大な人気を誇り、男子は言わずもがな。注目を集めるのも当然であった。

　当初は雫のみの「星鐵ナンバーワン美女」であったが、今年楓が入学してから「二大」になった。「三大」になるかどうかは、状況次第。

　そんな美女二人と少しでも話をしたい、というのは男女共通の感情であるようで、声をかけてくる生徒は多い。遠くから見つめてくる生徒はもっと多かった。

「おはよ、楓かえでちゃん」

「ごきげんよう、雫しずく様」

「沙さ倉くらさんおはよー」

「雫様、本日もご機嫌麗しゅう」

　二人は挨あい拶さつを返していたが、その中でも雫は表情を変えず、楓はにこやかだった。

　一通り終わると、楓は耐えきれないように笑い出した。

「雫ちゃんのファンって、みんなかしこまってるね。最後の人凄すごかった」

「楓の方は友達みたい」

「雫ちゃんと話をするのに緊張してるんだもん。おかしくて」

「たかだか生徒会長に挨拶をするだけなのに、なにをそんなに硬くなっているのかしらね」

「それは会長だからでしょ。天下の星せい鐵てつ学がく院いん生徒会長様だもん。当然」

「学校でしか通用しない肩書きよ」

「でも都内の生徒会合同会議でも議長してるんでしょう」

「ああいうのはなり手がいないの。面倒だから」

「認められている証拠じゃない」

　楓が笑った。

　雫は自らを過大評価しない。もちろん卑屈にもならないが、評されること自体を嫌う。ごく普通に、淡々と学業をこなすことを好んでいた。

　ただ勉強と運動を非常に高いレベルでこなす能力と、なにより美び貌ぼうのため周囲がそれを許さなかった。生徒の中から自然と浮かび上がってしまうのだ。生徒会長に推されたのもある意味当然であり、彼女自身も運命だと思って受け入れてはいた。

　楓が、雫の袖そでを引っ張った。

「ほらほら、あそこの女の子。雫ちゃんのことをずっと見てる」

「あれは楓が目当てでしょう」

「雫ちゃんのファンよ。生徒会にも入りたがっていたから……あっちにもいる」

　楓は無邪気に指さしていた。

　しかし雫はそちらを見ていなかった。彼女は男子部との境あたりを眺ながめていた。

　そこに一人の女子生徒が立っていた。知的だが大人しそうな容よう貌ぼう。ハードカバーの本を持たせたら似合いそうだ。文学少女という表現がぴったりである。

　雫はその人物に向かって、軽く頭を下げる。

「……ねえ楓」

「なあに、雫ちゃん。ファンの娘この話？」

「前に話した、先輩のこと覚えている？」

　いきなりのことで楓はきょとんとした。それから眉まゆ根ねを寄せて考える。

「えっと……篠しの宮みやさんだっけ」

「そう。篠宮多た美み子こ先輩」

「んー、名前だけはかすかに覚えているような……どんな人だった？」

「……いえ、いいわ」

　雫しずくは答えた。その間も、校舎の陰を眺ながめる。

　多美子は一度だけにこりとした。そしてかき消すようにいなくなった。

「どうしたの？」

　楓かえでが雫のことを見ていた。

「あそこにいた人のこと、見えた？」

　雫が校舎を指さす。楓はしばらく見つめていたが、首を振った。

「誰だれかいたの？　分からなかったけど」

「先輩、よくあそこにいるの」

「あっちって、確か楡にれの木があるわよね」

「そこで本を読んでいたわ。似合っていた。一日中ってことはなかったけど……。真面目まじめな人だから、すぐに教室に戻っていたわね」

「雫ちゃんよりも真面目？」

　そう聞かれ、彼女は「そうね」と返事をした。

　多美子は、雫がこの学校に入学してはじめて「先輩」と呼んだ女性であった。生徒会の副会長であり、雫が会長になるまで所属していた。

　雫が会長に就任してからは生徒会を離れ、普通の生徒としてすごしていた。

「篠宮さん、どんな人なの」

「綺き麗れいな人よ」

「雫ちゃんより？」

「そこはノーコメントだけど、男子にはそんなに人気なかったみたい」

「そうなんだ」

　多美子は眼鏡をかけた、一見すると地味な女子生徒である。化粧っけがまるでなく、黒髪を頭の後ろで無造作に結んでいるだけだったから、余計そう見える。

「篠宮さんは、雫ちゃんのファンなの？」

「どうかしら。私は先輩のファンだけど」

「でも雫ちゃんと仲いいんだから、なんかファンクラブに入っているとか」

「ないわよ。……あっちにいる女の子なら、そんな会に入っていたはずだけど」

　見ると、建物の陰から、複数の女の子が雫と楓に、熱い視線を送っていた。

　楓も首をそちらに向けた。

「わたしも知ってる。確か、『雫ファンクラブ』の一員じゃない」

「うちの学校って妙な組織があるのよねえ」

「男子部にもあるじゃない。ええと……」

「『三さん郷ごう雫しずく様に罵ののしってもらう会』でしょう」

「そうそう」

　楓かえでは口元を手で押さえて笑う。

「男子って、すごい名前考えるよねえ」

「発想は大したものね」

「去年、雫ちゃんが入学してすぐに出来たんだって。雫ちゃんのことを一番早く認めたって、自慢してるみたい」

「そのお礼として罵って欲しい……みたいなことを言ってるそうよ」

「やってあげれば？」

　楓は子供のような瞳ひとみで言う。雫は特に変わらぬ表情で答えた。

「そっち方面で名を馳はせるつもりはないから」

　そして足を速める。楓は「えー、雫ちゃん絶対Ｓだと思うんだけどなあ」と言いながらついてきていた。

　女子部の敷地は広い。そして校舎が学年ごとに分かれている。かつて「ぜいたくな教育環境を提供するため」十分に敷地が確保されたことの名な残ごりだ。そのためあとになってできた男子部は校舎が一つだけになった。男子部からの苦情はあるが女子部にしてみると、男子部完成のあおりで校庭が狭くなっており、互いに不満だけが残る結果となっている。

「雫ちゃん、それじゃ」

　楓が手を振る。

　雫は現在二年生。楓は一年生である。幼おさな馴な染じみではあるが、授業になるとお別れだ。

「楓、きちんと授業に出なさいね」

「出てるわよ」

　それはそうだ。楓は優等生である。余計なお世話というもの。

「雫ちゃん、帰りは一緒に帰れる？」

「どうかしら。生徒会に寄らなければならないから」

「またお仕事？」

「仕事といえば仕事ね。お給料もらってるわけじゃないから、遊びみたいなものだけど」

　とはいえ星せい鐵てつ学がく院いんは男女交際を除けば自由度は高い。その代わり生徒会の作業も多いものとなっているため、どこかの会社の作業部会と言っても過言ではなかった。

　楓もそのことは知っている。だから無理に誘うことはしなかった。

「じゃあ、先に帰ってるね」

「そうして」

　楓かえではもう一度手を振ると、一年生の校舎へ向かっていった。

　時を同じくして、彼女目当ての生徒たちも移動していく。楓は美人で人当たりがいいから、生徒たちがよく群がる。ただし、中には「星せい鐵てつ二大美女は同時にいるから価値がある」と考えているものもいて、そういう人は真っ先に離れていくから面白い。

　雫しずくのファンは遠くから見ていることが多い。挨あい拶さつを交わしていくのは勇気のある部類に入る。足跡だけを愛めでる変わりものもいた。

（……うちの生徒たちは個性的ね）

　伝統的に、星鐵学院の生徒は個性が重視されてはいる。とはいえ、一個人の登校風景を見に集まってくるのは、さすがにやり過ぎの感もあった。

　もっとも雫は禁止しようとは思わない。男女別学の学校での重要な娯楽なのだろうし、卒業してしまえばいい想い出の中に封印される。青春とはそういうものだ。

　まあ、生徒会長とはいえ、二年生でここまで考えるのもどうかと思う。一年生の時に押しつけられるようにして会長になったが、雑務ばかりが多くて、下働きと変わらないのではと思うこともしばしばだ。本来ならもっと、女子らしい学校生活を送るべきなのだろう。それこそ恋愛とか。

（恋愛ね……）

　雫は頭の中に浮かんだ単語を、すぐに打ち消した。恋愛と言っても、映画やドラマに出てくるそれ系のシーンが思い浮かぶばかりで、我が身のこととは考えられない。一生縁がないのかというと、それもまた違う気がするが。

　考えてみても仕方がない。今は授業と、生徒会の仕事に集中するべきだ。あとは家に帰ったらカンデンヤマネコを移動させるとか。

　彼女は誰だれにも見えないほど微かすかに頭を振った。それから少しだけ、先ほどの校舎を見る。

　もちろんなにもない。多た美み子この姿が見えるわけはなかった。当然だ。彼女はもう、この世には存在していないのだから。

　赤のケンプファーである彼女は、戦いに敗れて消え去った。雫は覚えていても、他ほかの人の記憶からは失われつつある。

　先ほどの多美子の姿は、ただの想い出だ。雫にだけ見ることができる、多美子の姿。時々こんなことが起こる。

　雫はきびすを返す。後ろ髪を引かれることはない。なんの感慨も残さず、彼女は二年生の校舎へと向かった。





　　○






　授業はいつもと変わらない。ごく普通にはじまり普通に終わる。変化がないのが当然で、いきなり生徒が走り出したりしたらそれは火災か避難訓練である。

　今日は小テストの答案が返された。英語の教師は「三さん郷ごうは満点」と告げ、教室にも歓声が上がった。もっとも雫しずくは照れ隠しに笑ったりしない。彼女はいつも最高点だ。かといって誇ったりもせず、淡々と受け取って着席した。クラスメートもそれを知ってるため、ざわめきはすぐに収まった。

　昼休みの時間、雫は昼食を教室で取ることにした。

　教室で食べるのを習慣にしているわけではない。このあたりはその時のフィーリングと状況による。緊急の案件があるときは生徒会室で仕事をしながら食べるし、学食で購入することもある。今日は弁当を作ってきたので、ここで食べようと思っただけだ。

　カバンから弁当箱を出そうか、と思ったら声がかかった。

「三郷さん。お客」

　教室の入り口付近で、クラスメートの女子生徒が呼んでいた。

「お客？」

「一年生の女の子」

　その女子生徒はすぐに自分の席に戻ってしまった。おかげでどういう人物が来たのか聞きそびれた。

　仕方がないので、雫は弁当箱を出すのを中止し、立ち上がった。こういうことはしばしば起こる。彼女と会話を続けようとする人間が少ないのだ。雫自身が好むためか、簡潔に、余計なことを言わないようになっていく。それがいきすぎて必要な情報すら言わないようになってしまうこともある。

　しかも皆、「三郷さん」と呼ぶことが多い。それか「会長」である。下の名で呼ぶ人は滅めつ多たにいなかった。それこそ楓かえでくらいである。年下に敬称を使われるのは当たり前であるが、クラスメートまでそうなっているのは、寂しい気がしないでもない。もっとも男子生徒になると「雫様」なのだから、これでもいい方だと考えるべきか。

　教室の入り口まで行く。行き交う生徒ばかりで誰だれもいない、わけではなかった。

　扉のすぐ横に、目立たないように小さくなっている女子生徒がいた。

　眼鏡をかけて、ヘアバンドをした一年生である。うつむき加減で、気が小さそうだ。おどおどしているというより、二年生の校舎なので身の置き所がないといった感じ。

　雫から声をかけることにした。

「私に用があるのは、あなた？」

「は、はいっ」

　女子生徒は飛び上がるようにして返事をした。

「か、会長にお伝えすることが……」

「あら、そう」

　女子生徒は妙に緊張している。雫しずくは彼女に見覚えがあった。

「あなた確か、図書委員の……美み嶋しまさんね」

「はいっ。美嶋紅あか音ねです」

　肯定する言葉が返ってきた。雫は生徒会長という立場上、各委員会とは頻繁に接触がある。なのでこの眼鏡少女のことも覚えていた。気の弱さから委員会ではあまり発言しないが、本好きなところだけはよく伝わってきていた。

　雫は出入りの邪魔にならないよう、横にずれた。

「用件は？」

「図書委員長からの伝言です。予算の計画書を送ったので、目を通して返事をしてください」

「分かったわ」

　簡単な用事である。自分で来るか、別の機会にしてもよさそうなものだが。

「あの、それと……」

　おずおずと、紅音がオレンジ色のナプキンに包まれたものを差し出した。

「なあに」

「お……お弁当です」

　雫はコンパクトな弁当箱に目をやった。

「あなたが作ったの？」

「ち、違います！　あたしはこんなの……あっ、そうじゃなくて、これ図書委員長が作ったんです。食べて欲しいからって……」

「彼女は自分で届けに来ないのね」

「はい……いつもそうなんです。ものすごい恥ずかしがりですから……」

　何故か紅音が恐縮していた。

　雫に憧あこがれている女子生徒は多く、図書委員長（女子）もその一人だ。そして調理実習の料理を渡そうとしたり、このように弁当を作ってくることもする。ただ極度の引っ込み思案で、肝心な「手渡し」という行為をしようとしなかった。紅音に計画書にかこつけて、渡すよう頼んだのだろう。

　目の前の紅音は、いわばとばっちりである。もっとも彼女も気弱なため「渡してくれ」と頼まれると断れない。どちらがより精神的に弱いのか、興味深いところだ。

　雫はもう一度弁当を眺ながめた。さてどうしたものか。自分で作ってきた分があるのだが。とはいえ、持って帰れと追い返すわけにもいかない。

「もらうわ」

　受け取ることにする。紅音はあきらかにほっとしていた。

「ありがとうございます」

「これだけ？」

「はい？」

「あなたのはないの？」

「え……あ、あたしはありません」

「そう。残念だわ」

「は……えっ、そ、そんなに言うんでしたら作って……でも会長はファンの方多いですから、あ、あ、あたしなんかの料理じゃとても。自信がないわけじゃないんですけど、でもやっぱり……たっ、食べたいのでしたら」

「冗談よ」

　紅あか音ねが非常に狼ろう狽ばいしていたので、そう言った。

「これはありがたくいただくわ。図書委員長にも伝えて。あと、会議の時に下を向いて私と目を合わせないのはやめて欲しいって」

「はい……」

　紅音は頭を下げると、「失礼します」との言葉を残していなくなった。逃げるようにとは言わないまでも、早足だった。

　弁当のことは冗談のつもりだったが、通じただろうか。日ごろ冗談を言わないタイプと思われていることは理解しているが、たまに口にしたくなることもあるのだ。

　問題は、手の中にある図書委員長謹製の弁当である。どうしたものか。

　机に自宅から持ってきた弁当がある。三十分早起きして作ったものだ。どちらか捨てればいいのだろうが、それはもったいない。第一、環境によくない。

　順番からいけば自分で作った弁当から食べるのがいいのかもしれないが、だとしたらこれはどうする。弁当箱は早く返さないとまずいのではないだろうか。

　ざっと頭の中で検討し、図書委員長のを食べることに決めた。自分のものはあと回しにする。持って帰ったら傷いたんでしまうおそれがあるので、どこかのタイミングで食べてしまわないと。

　机に戻ってナプキンをほどいた。コンパクトかと思っていたら、意外と大きい弁当箱が現れる。三段重ねになっていた。

　こんなに作って、全部食べさせるつもりだったのだろうか。しかも雫しずくの場合、持ってきた分もあるのだ。

　諦あきらめるしかないのかと思っていたら、また声がかかる。

「三さん郷ごうさん。お客」

　さっきのクラスメートが申し訳なさそうにしていた。雫は出そうとした箸はしを引っ込めて訊きく。

「今度は誰だれ？」

「一年の沙さ倉くらちゃん」

　楓かえでだ。彼女は姓であれ名であれ、ちゃんづけで呼ばれることが多い。親しみやすさの差だろうか。

　年下の友人は自分から教室に入ってきた。クラスメートに頭を下げて礼を言っている。このあたりも、親しみやすさに影響しているのだろう。

　手にはなにか持っていた。

「雫しずくちゃん、お昼終わっちゃった？」

「これからよ」

「よかった。お弁当持ってきたの」

　さすがの雫も「またか」と思った。ついさっき、図書委員長お手製の弁当を受け取ったばかりである。

　楓は手にした弁当箱を差し出した。重そうなので、中身もある。

「はい、これ」

「これ？」

「新しいお弁当箱を買ったのよ。いくつも買ったから、雫ちゃんにも使って欲しくて」

　無邪気な笑顔だ。悪意がないのはよく分かる。しかし持ってきたのは、臓物アニマルの弁当箱であった。

　仰あお向むけになったゾウをモチーフにした弁当箱である。ご丁寧なことに側面に「ヒカラビアフリカゾウ」と書かれている。腹の部分が二つに分かれ、リアルな内臓と共に弁当がせり上がって来るという、実に凝った作りであった。

　楓は得意げだ。

「凄すごいでしょう」

「そこは認めるわ」

　雫は答える。しかしこれは弁当箱としてどうなのだろう。腹を開けると食べ物が出てくるなんて、食欲をなくす効果しかないのではないか。

「よくこんなの考えつくわね」

「使って欲しいの」

　雫はヒカラビアフリカゾウの弁当箱を机の横に置いた。礼は言うべきなのだろうか。

「これ、食べた方がいい？」

「もちろん。わたしが作ったのよ。自信あるから」

　それはそうだろう。楓は料理が得意だ。

「……一応、もらっておく」

「そうして。あ、そうだ。雫ちゃん、わたしがあげたぬいぐるみは、どう？」

「それもコメントに困るわね」

　彼女はこの臓物アニマルグッズのコレクターである。どのあたりが心の琴線を刺激したのか雫しずくにも不明だが、好きすぎるあまり、友人知人に配り回っていた。こうやって弁当箱まで手に入れている。

　雫は極めて一般的な美意識の持ち主なので、内臓がはみ出ているぬいぐるみを見ても「可愛かわいい」とは思わなかった。ただそのことを友人に伝えることもしたくないので、上記のような台詞となっていた。

　なによりも、あれは喋しやべる。

「可愛らしいでしょう」

　楓かえでは自分のセンスを微み塵じんも疑っていない顔つきだった。

「そのあたりは人によるわね」

「雫ちゃんレアなぬいぐるみを持っていったじゃない」

「そうだったかしら」

「そうよ。好きなの選んでいいって言ったら、一番品薄なのを持っていった。見る目があるって思ったから」

　雫がもらったぬいぐるみが、例のカンデンヤマネコである。感電直後をモチーフにしたのか、毛が全て逆立っているという他ほかにはない一品だ。なのに内臓はきちんと出ているのだから、こだわりというものは凄すさまじい。ちなみに雫が選んだ理由は、これが一番マシだったから。












「飾ってる？」

「一応ね」

　本当は目立たないところに置いてある。具体的には部屋の隅。

「枕まくら元もとに置くと幸せになれるわよ」

「楓かえでがそれで幸せになってることは、否定しないわ」

「雫しずくちゃんにもいいことあるって」

「どんな」

「彼氏ができるとか」

　楓はわりと真剣に言った。雫はやんわりと否定する。

「それくらいでできたら、楽でいいかもね」

「できるって。臓物アニマルが繫つなぐ二人の縁って、なんかいい」

「赤い糸の代わりに小腸が出てきそう」

　雫はまともに取り合わなかった。ぬいぐるみを近くに置いたくらいで男ができたら大変である。思春期女子高生のベッドはさぞかしにぎやかなことになるだろう。都市伝説としても聞いたことがない。ましてや内臓を露出させた動物である。

　彼女は付き合う相手が欲しいと思ったことはなかった。正確には優先順位が低かった。今は学業と、生徒会の仕事がのしかかっている。これで男ができたらそっちにかなりの時間を割かれることになる。学校関係がおろそかになる可能性が高く、あまり好ましいことではなかった。

　もっともこう考えること自体、恋愛への執着心が薄いことを示している。学校の時間と交際を天てん秤びんにかけることが間違っているのだ。世の中には、両立させている女子高生がいくらでもいる。やればできるかもしれないとは思っていた。

　それでもその気になれないので、やはり恋愛は優先順位が低いのだ。少なくとも、自宅の庭にあるブルーベリーの苗木よりは下。

「枕元はさすがにきついわ」

　雫は楓に言った。

「足下でいい？」

「意味ないわよ」

「じゃあどこか棚の上にでも置く」

「そうしてね。絶対可愛かわいいから」

　楓の表情が明るくなる。幼おさな馴な染じみだが、このセンスだけは理解の範はん疇ちゆう外がいだと雫は思っていた。

　しかたない。帰宅したらカンデンヤマネコを別の場所に移そう。このままだと確認のために家にまで押しかけてきそうな勢いだ。

　ただあのぬいぐるみは、やはり他ほかと違って特殊だ。取り扱いは慎重にならざるを得ない。なにしろ口をきくのだから。

「じゃあこれで。お邪魔しました」

　楓かえでは教室から去っていった。残されたのは図書委員長の弁当箱と、臓物アニマルの弁当箱。あまりに対照的だ。

　どちらも食べなければならないのだろうか。自分が持ってきた分も合わせると、三人前にもなるのだ。

　今さらどうすることもできなかった。諦あきらめて昼食をはじめる。

（太ったらどうするつもりなのかしらね……）

　彼女はどれだけ食べても太らない体質ではあるのだが、そうぼやきたくなることもあるのだった。





　　○






　図書委員長の弁当と楓が作った分は全て食べ終えたものの、さすがに自分の分までは手をつける気になれなかった。お腹なかいっぱいである。あとは折を見て食べるしかない。

　午後の授業は、必要以上の満腹感に悩まされながら受けることになった。雫しずくは授業中に当てられることがまずない。教師が畏おそれているというより、簡単に正解してしまうため面白味に欠けるのである。誰だれも答えられないときに限り、お鉢が回ってくる。

　最後の授業も二回ほどそういうケースとなり、クラス内の尊敬の眼まな差ざしを受けつつ本日の授業は終わった。

　そしてこれからは、生徒会の時間となる。彼女は手早く筆記用具をカバンに入れ、生徒会室へと向かった。

　生徒会室は図書館と同じ建物にある。星せい鐵てつ学がく院いんはクラスも部活動も男女別だが、生徒会と付随する委員会、図書館だけは共有なのである。

　やや豪勢な玄関から図書館内に入る。階段を上れば生徒会室だ。雫は直接生徒会室には行かず、図書館のカウンターに近づいた。

　カウンター内にいるのは、昼間会った女子生徒だった。紅あか音ねである。

「あ、会長」

　紅音は軽く頭を下げた。

「ご用でしょうか」

「これ」

　雫は食べ終わった弁当箱を出した。

「返しに来たの。図書委員長は？」

「呼んできます」

　紅あか音ねはカウンターの奥に引っ込んだ。しばらくしたあと、出てきた。

「恥ずかしいから出たくないそうです……」

「そうまでして照れるものなの？」

「人見知りの激しい人ですから」

　そんな人間がどうして図書委員長になったのか、雫しずくにも不明だった。生徒会麾き下かの委員長職は、自じ薦せんでも他た薦せんでもいいことになっており、特別なことがない限り雫も理由を求めない。

　雫は紅音に弁当箱を差し出した。

「じゃああなたから渡しておいてくれる？」

「はい。あの……お味は……」

「満腹よ。色んな意味で」

　それから付け加える。

「美み嶋しまさんが作ってくれた方が、おいしかったかもね」

　そう言って彼女はカウンターから離れた。冗談のつもりだったが、果たして通じただろうか。

　と、なにやら奥の本棚が騒がしい。

　雫はそっちを見た。男子生徒が二人、なにやら喋しやべっている声がする。

「……だから、会長の写真がいるんだよ。今度の冊子に間に合わせたい」

「撮ってくりゃいいだろ。俺おれは興味ねえし」

「そんなこと言うな。友達だろ」

「沙さ倉くらさんしか眼中にねえの」

　どうやら自分のことでなにか言い合っているようだ。本棚の向こう側にいるので、姿は分からない。

　雫はカウンターに戻った。

「あの男子たち、知り合い？」

　紅音は首を振る。

「知り合いじゃありませんけど、たまに来ます。内緒話がしたいみたいで」

　図書館は男女が合法的に会えるところなので、しばしばカップルの密会場所となっている。注意すれば目立たぬところで立ち話をしているところを目撃できた。ただし男子二人というのはあまり聞かない。

「本が好きには見えないわね」

「でも、ああしてれば、いつかは本好きになってくれるかもしれませんから」

　と紅あか音ねが言った。感心な娘こである。きっと自分と本の出会いがそうだったのだろう。

「喋しやべるなとは言わないけど、あまり大声で騒がないよう、注意した方がいいわね」

「はい……」

「男子が怖いのなら、私から伝えておくけど？」

　紅音はびっくりして、「いえ、図書委員の役目ですから」と言った。真面目まじめな娘である。ストレスやプレッシャーにならないよう、図書委員長に一言忠告しておくべきかもしれない。委員長では会ってくれないだろうから、副委員長がいいか。

　今度こそ生徒会室へ向かう。と、階段の手前に楓かえでが立っていた。

「雫しずくちゃん」

　楓はにこりとした。

「あら楓。どうしたの？　先に帰るって言ってなかった？」

「そのつもりだったけど、やっぱり雫ちゃんと帰りたいから」

　照れたように喋っていた。彼女にこういう表情をさせると、女の目からもかわいらしく映る。

「でも、私は生徒会の用事があるのよ」

「うん。だから見学させてくれないかなって」

「いいわよ」

　雫は承諾した。星せい鐵てつ学がく院いんの生徒会はかなりオープンなもので、誰だれでも見学可能となっている。これは前からではなく、雫が会長になってからしたことで、広報活動の一種であった。生徒たちへ活動内容を浸透させることが大事だと思っているのだ。

　楓は「雫ちゃん親切」と言った。雫の意識としては当然のことで、特に褒められるようなことでもない。

　階段を上り、生徒会のあるフロアへ。

　ここは生徒会室だけではなく、大きな会議室もある。文化祭などで男女各クラスの委員長を集めるときに使用するのだ。男女別学であるが、施設としての星鐵学院はかなり恵まれていた。

　雫は生徒会室に入る。さっそく役員たちが群がってきた。

「会長、サッカー部の予算の件でお話が」

「休日の図書館利用申請書にサインを」

「理事の方が会長と会いたいって言ってますけど」

「ファンの人が写真欲しいそうです」

　まっとうなものからおかしいものまで、彼女に持ち込まれる案件は様々だ。雫は続けざまに対応した。

「予算のことは会計に一任。書類には無条件でサインするから。申請書は全部まとめて机の上に置いておいて。理事は高たか津つさんね。自分の会社に私を入れたいってだけだから、電話して断っておくわ。写真は、今は駄目」

　指示を聞いた役員たちは、今度は一斉に散って自分の持ち場へ戻っていった。まるで軍艦の艦かん橋きようのようだ。

　楓かえではその光景を、感心したように眺ながめていた。

「雫しずくちゃん……すごい」

「そうでもないわ」

　雫は自分の席に座った。

「同じ立場になれば、誰だれだってできるわよ」

「えー、わたしには絶対無理」

「地位が人間を作る面もあるわ。あとはプレッシャーにどれだけ強いかとか、やる気の問題」

「そのやる気が、普通はないから……」

　楓は珍しく苦笑していた。いくら地位が人を作るといっても、やはり限界はある。そもそも能力がない限り、会長に推薦されないだろう。

　雫が入学した当初、星せい鐵てつ学がく院いんの生徒会長の職は空席だった。選挙をしてもなり手がおらず、立候補そのものがなかったのである。学校としても困ったことになるので、全教科満点で入学してきた雫に頼んだ、というのが真相である。

　彼女は辞退しなかったが、積極的でもなかった。そもそも特定のクラブや生徒会に所属しようとは考えていなかった。しかし引き受ける以上、手は抜きたくないと考えていたので、「好きにやらせてもらいますが、いいですか？」と確認を取っている。許可をした学校側も、まさかここまでやるとは思わなかっただろう。立派な生徒会専用のフロアも、雫が会長になるまでは、滅めつ多たに使われなかったのだ。

　雫はパイプ椅い子すを用意させた。自分の席の隣に広げる。

「見学したいなら、ここに座っていて」

「いいの？」

「どうぞ。でもつまらないわよ。事務作業がメインだから」

　確かにその言葉通りだった。送られてくる書面にサインして送り返し、また新しい書類に目を通す。生徒会が力を持っているということは、それだけ責任がペーパーに姿を変えてやってくるということである。おのずと、会長にかかる比重は大きなものになっていく。

　星鐵学院の生徒会は、学校と生徒の緩衝材みたいなものだ。生徒からの要望をすくい上げてまとめ、学校からの要求と照らし合わせ、双方に満足のいく結果を出す。通常の生徒会は「生徒が自治もやってます」という言い訳にすぎないことが多いが、ここではきちんと機能していた。これも雫の功績である。

　楓かえではそれらの作業をじっと見つめている。

「……ねえ、雫しずくちゃんのあとに会長になる人って、どんな人なの？」

「なんで？」

「これだけ仕事をしているんだから、次の会長は大変だなって思ったから」

「選挙でもするんでしょう。それか推薦か」

「雫ちゃんが推薦するの？」

「決めてないわ」

　まだ二年生である。後あと釜がまを決定するには余裕がある。

「次の会長は、こんな面倒な作業をしなくてすむように、マニュアルを用意しておくわ」

「それ、やっぱり雫ちゃんが作るの？」

「他ほかにいないならね」

　具体的な行動指針を定めて文書化するというのは、根気とセンスのいる作業である。間違いがあっては困るので、他者に多くを割り振ることも難しい。今の生徒会は雫の個人能力に依存している面が多いので、マニュアルはなおのこと必要だった。

「わたしもお手伝いしてみたくなってきた」

「補助ならいつも募集しているから、歓迎よ。それとも会長になる？」

「それは無理」

　楓は首を振った。

　書類作業が終わるとお茶……にはならない。案件というのはひっきりなしに来ることが多い。それも、わりとどうでもいいものが。

「あのー、会長」

　なにやらほんわかした雰囲気の女子生徒がやってきた。生徒会の副会長である。頭の上に、天使が飛び交っているような感じだ。

「なにかしら」

「ファンの方が押し寄せてきてますが」

「楓？　私？」

「どちらもです。二人を出せと言ってます。まるでデモみたいです」

　雫も楓も驚きはしなかった。こういうことはよくある。生徒会室は男女兼用なので、日ひ頃ごろは塀の向こう側にいる男子生徒がやってくる絶好の場所となっていた。まして今は楓も一緒にいるのだ。地下部活動の情報網がこのことを逃すわけがない。むろん女子生徒もこのタイミングを逃すはずもなく、廊下はさぞかし混こん沌とんとしているだろう。

　副会長はにこにこと、まるで自分もそのファンの一員であるかのように語っていた。

「会長と沙さ倉くらさんのペアですから、生徒会の知名度アップには効果抜群ですわ」

「個人頼みじゃなくて、組織そのものに注目が集まるようにしたいのだけど」

「それはそれとして、顔を出された方が。同人誌の制作もありますから」

「なんですそれ」

　と訊きいたのは楓かえでだ。副会長は嬉うれしそうに説明をはじめた。

「会長と沙さ倉くらさんの同人誌ですわ。星せい鐵てつ二大美女が陥おちいる禁断の恋。波乱あり十八禁あり変態プレイあり。すでにマンガ研究会の有志が執筆を開始してます。あとは宣伝のためにお二人にファンの前でキスでもしてもらえれば、大売れは確実に」

「はいはい。私が顔を出して、引き取ってもらえるよう言うわ。あなたも妄想はそのあたりで」

　雫しずくが台詞を遮りながら言った。

　副会長は「はいー」と答えながら自分の席に戻る。

「え、えーと、今のなに？」

　楓が小声で説明を求めた。

「聞いた通りよ。マンガ研究会が小遣い稼ぎをするんでしょう。地下部活動に成年マンガ愛好会っていうのがあるから、そこの活動資金にでもするのかしらね。高校生は買っても読んでもいけないはずだけど」

　雫はあっさりとした口調で教えた。男女で別の部活動となっている星鐵学院だが、正規ではないいわゆる地下部活動だけは、混成となってる。もちろん非合法なのでこっそりと集まって悪巧みをしているのだが、彼女は全てを把握していた。

「副会長さん……そこの部員なの？」

「違うけど、あの娘こは妄想が大好きなの。性癖もちょっと変わっているし」

「ちょっとって……」

「平たく言えば変態かしらね。いいところのお嬢さんなんだから、ＳＭや野外プレイにばかり興味を持つのはやめるべきよ」

　そう言うと、顔を赤くする楓をよそに、雫は立ち上がった。

　生徒会室の扉に近づく。部屋にいるうちから、向こう側の喧けん噪そうが聞こえてきた。

　戸を開ける。同時に歓声。

「きゃー、会長！」

「雫様！　雫様！」

「ありがたやありがたや」

　芸能人のファンみたいな女子生徒だけではなく、隙すきあらばベストショットをものにしてやろうとカメラを構えた男子生徒、宗教にはまったように雫の名を唱える生徒、なぜか祠ほこらの地蔵をありがたがる年寄りみたいな生徒までいた。

　雫は歓声が一段落するまで待った。

「はいみんな、そのあたりで」

　発言するだけで場が静かになる。政治家か宗教の教祖のようだ。

「このままじゃ仕事にならないから、引き取ってもらえる？　撮った写真を出せとは言わないから。私も楓かえでも、まだ用事があるの」

「せめて二人がならんだところを」

　カメラを構えた男子生徒が懇願していた。熱心だとは思うが、そこまでは認められない。

「それは禁止。楓はこういうのに慣れていないの」

　と言ったが、微妙に違う。彼女は常に人当たりがよく、滅めつ多たに機嫌の悪いところは見せない。実は精神的にもタフで、写真を撮られたくらいで動じたりしなかった。つまりあの笑顔は強きよう靱じんな精神力のたまものでもあり、常々たいしたものだと思っている。心の中に別の人格を飼っているのかもしれないと疑ったこともあった。

　もっともそのことを、ここで説明する必要もない。

　雫しずくの台詞を聞いた生徒たちは、それぞれ納得して引き上げていった。いつもこうならいいのにと思わないでもない。

　唯一、「会長の全身写真が必要。できればローアングル」「目をつけられないうちに帰るぞ。沙さ倉くらさんがいないんだから価値がない」と騒ぐ二人組だけは最後まで残っていた。一人は美少女研究会という地下部活動のトップである東ひがし田だという生徒。もう一人は見たことがない。

　ただ声は知っていた。どちらも先ほど一階の本棚奥にいた男子生徒だ。

「残念ながらおしまいよ。もうなにも出ないわ」

　雫は二人にそう言う。

「ここにいても無駄よ。それと、図書館ではもう少し静かにしなさいね」

　やんわりと付け加えた。

　二人は「みろ、沙倉さんがいないなんてただの無駄足だ」「会長と話ができただけでも大きな成果だ」と話しながら帰っていった。どこの学校にも目立ちたがりの馬ば鹿か生徒はいるだろうが、あの二人はちょっとおもむきが違った。変には違いないが。

　雫は自らの席に戻る。楓は様子を見に来ることもなく、そこで待っていた。

「凄すごい騒ぎね」

　他ひ人と事ごとのように感心している。

「楓が顔を出していたら、もっと凄かったわよ」

「ナツルさんの声がしたみたいだけど……」

「誰だれ？」

「瀬せ能のうナツルさん。わたしと中学が同じだったの」

　あの最後まで残っていた二人組の一人だろうか。どうも楓のファンのようだ。自分のことをちらりと見てから、興味がないとばかりに視線を外していたから、むしろ印象に残っていた。

「問題を起こすようなタイプ？」

「やだ。違うわよ。ナツルさんはいい人よ」

「……なら、大丈夫みたいね」

　楓かえでは関心のない男子を「いい人」でくくる癖がある。すなわち「無害で興味がない。友達以上にはならない」と分類するのだ。いい人だと評するのは、その方が角が立たないから。

（……瀬せ能のうって男の子も気の毒ね）

　どれだけ楓のことが好きか知らないが、望みはほぼないだろう。

「雫しずくちゃんのファン、多かった？」

「さあ。みんな楓のことが目当てだったんじゃないかしら」

「噓うそばっかり。絶対雫ちゃん目当てだよ」

　恐らく半々なのだろうが、人数には興味がない。ここまで注目されるとアイドルになったような気もするが、それで高慢になるほどうぬぼれてもいなかった。中には過剰な憧あこがれを抱いてくる生徒もいるのだが、雫は「思春期にありがちなこと」として蓋ふたをすることにしていた。

「そういえば雫ちゃん、わたしがあげたあれはどこに置くの？」

　楓が訊きいてきた。カンデンヤマネコのことだ。

「ちゃんと部屋に置くようにするわよ」

「枕まくら元もと？」

「カラーボックスの上」

「えー」

　楓が口を尖とがらせる。

「枕元にして。夜はだっこして一緒に寝て」

「もつの煮込みみたいなのと？」

　いくらぬいぐるみとはいえ、相手は内臓を露出させている。子供が例外なく泣き出すという噂うわさすらあるグッズなのだ。生徒会長がそんなものを抱いて寝ていたら、問題が起こるのではないだろうか。怖がりではないのだが。

　ここはやんわり断るのが大人というものである。

「機会があったらね」

「そんなこと言って、絶対やらないでしょ」

「だって臓物アニマルよ」

「可愛かわいいじゃない」

「私は犬派なの」

　本音は犬も猫もそれなりに好きだ。ただし溺でき愛あいするほどでもない。ペットは飼ったことがなかった。

「臓物アニマルには犬もいるわよ」

「首に縄が巻きついている犬でしょう。遠慮しておく」

「じゃあ今度から臓物アニマル派になって」

　きらきらした目で頼まれると、きついことも言えなくなる。

「……分かったわ」

　珍しいことに、雫しずくは妥協した。

「もっとカンデンヤマネコを可愛かわいがるようにする」

「ありがとう。わたしも、いっつも可愛がってるの。グッズもたくさん買ったし」

「知ってるわ」

　語り出しそうなので止めた。楓かえでの臓物アニマルグッズの収集癖は、病的を飛び越えて誰だれにも到達できない域に達している。住んでいるマンションの一室がコレクション室になっているらしいのだが、とっくに溢あふれ出したのだそうだ。

「雫ちゃんも、きっとカンデンヤマネコを好きになるわよ」

「百年後くらいかしら」

「もしかしたら、喋しやべってくれるかもしれないから」

「楓はそんなに臓物アニマルが好きなの」

「大好き。可愛いでしょ」

「世間に評価されてないことくらい、分かってるでしょうに」

「だから配っているの。臓物アニマルのよさをもっと知って欲しいから」

「男女見境なく渡してるわよね。あれじゃテロよ」

「みんな喜んで受け取ってくれるから」

「楓のプレゼントだからよ」

　グロいぬいぐるみが好きなのではなく、楓だから受け取っているのだ。美人からものを差し出されれば、普通の人間は拒絶はしない。この友人はそのあたりの自覚がないのだ。楓は本心から臓物アニマルの素晴らしさを分かってもらえていると信じていた。

「もっと色んな人にあげなきゃ」

　何故か張り切っている。コレクターというよりは伝道師みたいだ。イエズス会に入ればいいのではないだろうか。

　雫はさすがに臓物アニマルの話題に辟へき易えきして、作業に戻ろうとした。しかしこんなときに限って案件がない。やるべきことは全て終わっていた。

「あ、そうだ。雫ちゃん」

　また楓が言う。

「話題が尽きないわね。カンデンヤマネコは一体で十分よ」

「そうじゃなくて、生徒会の見学をしたいって人がいるんだけど」

「見学者なら私の隣に座っているわ」

「わたしじゃなくて。別の人」

「見学なら常時可能よ」

　生徒会はオープンが建前である。先ほどのように写真撮影やファン活動が露骨だと排除もするが、基本的には誰だれ彼かれ問わず受け付けていた。

　楓かえでははじめて、困ったような表情になった。

「知り合いの女の子なんだけど、ここの生徒じゃないの。だから、どうしたらいいかって思って」

「他校の生徒でもいいけど」

「中学生なのよ」

　なるほど、と雫しずくは思った。確かに中学生が高校の敷地に入るのには勇気がいるだろう。星せい鐵てつ学がく院いんは中高一貫ではないし、男女別学のため独特の雰囲気がある。

「近所の娘こなの」

「知り合いの妹さんだから、そんなに遠くはないと思うけど」

「女の子だけ？　男の子もいる？」

「女の子だけ」

「なら特に問題はないわ」

　と雫は答えた。

「女子部を通ってここに来るように伝えて。学校には念のため、私から知らせておくから。それと私服じゃなくて中学の制服を着てくるように言っておいて。身分証明書の代わりになるわ」

「ありがとう」

　楓はほっとしたようだ。

「雫ちゃんは頼りになるわね」

「このくらいでその娘が入学してくれたらめっけものよ」

　生徒会長は広報の役目も果たす必要があると、彼女は信じていた。




　……それ以上案件が持ち込まれることもなかった。いつもに比べて作業量が少ない。もしかしたら、楓が見学に来ているのでなるべく話が出来るようにと、役員たちが気を遣ったのかも知れなかった。ありがたいことではある。

　雫と楓は帰宅することにした。まず役員たちを先に帰らせ、戸締まりをする。一般家庭なら火の元に注意だが、幸い生徒会室はそんなこともない。ただ電気ポットがあるのでコンセントだけは注意した。

　二人並んで図書館を出る。放課後は、朝みたいに待ちかまえているものはいない。もっとも超望遠レンズで写真を撮っている人間がいるかもしれないが、こればかりは現場を押さえないとどうしようもない。

「ねえ、楓かえで。見学に来る中学生って、三年生？」

「うん」

　楓が明るく返事をする。

「ここを受験するんだって」

「あら。覚えてる？　楓も同じことしたわよ」

「もちろん覚えてるわよ。雫しずくちゃんのいる学校がどんなところか知りたかったから、見学させてもらったんだもん」

「その時に先輩もいたのよ」

「そうだった？」

「ええ。楓はまだ中学三年生で、私は一年生だったわ」

「そうだったかしら」

　雫ははっきり覚えている。彼女は歩きながら、ぼんやりと以前の出来事に思いをはせた。





　　○






　一年ほど前。

　確かあの時も、こうやって二人で帰るところだった。校内を見学した楓は興奮気味で「こんなところで生徒会長をする雫ちゃんは凄すごい」と喋しやべり続けていた。たいしたことないとたしなめると「そんなことないから」と反論してくるため、言うがままに任せていた。

　見学終了後、二人は並んで女子部の校門へと向かった。楓はやはり「男子と女子で校門が違うのが凄い」と興奮していた。

　鉄製の校門のところまで行く。と、一人の女子生徒が立っていた。

　真っ先に気づいたのは楓だった。

「雫ちゃん、誰だれかいるみたい」

　楓の中学の制服は、若干袖そでが短い。指さすとき、袖がまくれていた。

「知り合い？」

「先輩よ。前に話したことあるでしょう」

「篠しの宮みやさんだっけ」

「そうよ。そっくりさんでなければ」

　と言ったがどう見ても多た美み子こだった。校門に背をつけて、ややうつむき加減。夕ゆう陽ひに照らされているので、一昔前のお嬢様みたいな雰囲気だ。

「雫しずくちゃん待ってるんじゃない？」

「どうかしら」

「呼んでくるわね」

　雫がなにか言う間もなく、楓かえでは小走りに多た美み子この元へと近づいた。

　多美子も気づいた。楓と雫に向かって微笑む。

「篠しの宮みやさん」

　先に声をかけたのは楓だった。多美子はにこりとした。

「あら、沙さ倉くらさんね」

　楓は返事代わりに頭を下げる。

　多美子はただでさえ文学少女みたいな風情だが、こうやってたたずんでいると余計にそう感じる。昼休みに木陰で涼みながら本を読んでいる姿も、よく目撃されていた。

「雫ちゃんを待っていたんですか？」

「そのつもりだったんだけど……」

　多美子は少しだけ困った顔をしていた。

「二人で一緒に帰るつもりだったんじゃない？　だったらわたしは遠慮します」

「いえ、いいです。三人で帰りましょう」












　彼女は、追いついた雫しずくにも言った。

「いいわよね、雫ちゃん」

「ええ、もちろん」

　雫はそう返事をした。

　三人は横に並んで帰宅の途とについた。一番の年上は多た美み子こだが、身長は雫が一番高い。年齢も背丈も三番目なのが楓かえでであった。

　ただ一番話し好きなのが楓であった。彼女は屈くつ託たくがない。口が上手な方ではないが、会話を途切れさせるのを好まないタイプだ。おのずとお喋しやべりをリードしていくことになる。

「……で、雫ちゃんに案内してもらうつもりだったのに、ずっと生徒会室に詰めっぱなしだったんですよ」

　少し笑うようにして、楓は多美子に説明していた。

「ようやく案内してくれたときは、もうこんな時間だったんです。最近はわたしとあまり遊んでくれないし、学校のことばかり」

「根を詰めすぎなのね」

　多美子も笑っていた。鈴を転がすような声だ。

「篠しの宮みやさんは、雫ちゃんと昔からの知り合いなんですか？」

「昔ってほどじゃありません。生徒会の仕事をしていて、たまたま知り合ったの。沙さ倉くらさんの方が親しいわよ」

「そのときの雫ちゃんって、どんな感じでした」

「今と全然変わらないわ。入学したときから完成された感じ」

　そしてくすりと笑う。

「でも、そうね。ちょっと堅苦しくなったわね。会長の職責のせいかしら」

「高校の生徒会で、責任もなにもありません」

　雫はやんわりと反論。

「私はいつものようにやっています」

「そうだけど、もっと柔らかくなったら？　今のままじゃ、他ほかの役員も緊張しちゃうでしょう」

「みな、よくやってくれています」

　反論になっていないことを口にした。やはり先輩が相手だと、少し調子が狂う。楓も一緒にいて熱心に聞いていることも、関係しているのかもしれない。

　話題を他へずらすことにする。

「楓は先輩のことを知っていたの？」

「どうして？」

「親しそうだから」

　楓かえでは誰だれと接していても、それほど態度に変化を表さない。ただ、多た美み子こへの言葉は以前からの顔見知りのように感じられた。

　友人はあっさり肯定する。

「そうよ。さすが雫しずくちゃん。前から知ってました」

「いつ？」

「雫ちゃんが星せい鐵てつを受験する前に、ちょっとだけ来たことがあったの」

「そんなことしたの」

「だって雫ちゃんがどこに入るのか知りたかったから。そのときは見学しなかったけど、生徒会の人ってことでお話しした」

　多美子も微笑むことによって認めていた。なんとまあ。楓は自分よりも古くから、多美子と付き合いがあるのだ。

「でも今日話したのは久しぶりよ」

　楓が付け加えた。

「雫ちゃんあまり自分のこと話さないから、最初は篠しの宮みやさんのことが分からなかった」

「私が話そうとしても、楓は自分のことばかりじゃない」

「あ、ひどーい」

　楓が子供っぽい喋しやべり方をした。

「だって世間話をしても、雫ちゃん聞いてくれないから」

「楓と遊ぶと、臓物アニマルのことばかりじゃない」

「もっともっと知ってもらいたいんだもの」

「臓物アニマルの工場見学なんか誘われてもねえ」

　風の噂うわさでは、臓物アニマルの製造工場は異様な雰囲気に包まれているという。特に内臓を詰め込む工程が過酷すぎて、始終退職者を出しているらしい。

「行こうよ、雫ちゃん」

「私は遠慮するから、一人で行ってきたら」

「じゃあ篠宮さんを誘う」

「やめなさい」

「行きませんか？」

　楓が隣の多美子に訊きいた。

　多美子はにこやかではあったが、同時に困ったような口ぶりでもあった。

「どうしましょう」

「先輩、断ってください」

　雫が言った。

「動物の内臓なら、ホルモン焼き屋でいくらでも見られます」

「でも、可愛かわいらしいと思うわよ」

　雫しずくは思わず「は!?」と言いそうになった。もしかしたら誤解しているのかもと考え、付け加えた。

「先輩、臓物アニマルです。あの売れていない」

「ええ……可愛いわよね」

　多た美み子こは恥ずかしそうに答える。

　それは確かに恥ずかしいだろうと雫は思った。内臓ばかりではなく、あらゆる死に様が網羅され、「室内にあれば魔ま除よけになるが、まず人間が耐えられない」とまで評されたグッズである。通常の神経ではまず拒絶する。

　なのに先輩が、というショックはなかなかのものだった。

「ほら、雫ちゃん」

　誇らしげに胸を張ったのは楓かえでだ。

「やっぱり分かる人には分かるのよ」

「ねえ楓、幼おさな馴な染じみでも限度があるわよ」

「篠しの宮みやさんの方が普通よ」

　普通は内臓に過剰な愛情を注がないはずである。しかし多美子は否定していなかった。

「ピンク色した腸はらわたがいいのよねえ」

「……先輩、考え直すなら今のうちですが」

「雫はそう思わないの？」

「常人と同じ感性ですから」

　遠回しに「あなたたちはおかしい」と言ってしまったが、気にしないことにした。感性が否定し市場も否定した以上、どう考えてもこっちがまともである。

　雫を置き去りにして、楓と多美子は臓物アニマルの話で盛り上がっていた。「死に方におもむきがある」「うつろな目が可愛い」など、ついていけない会話ばかりだ。特に同志を得た楓は嬉うれしそうだった。

「うちには臓物アニマルグッズがたくさんあるんです」

　楓は多美子に言った。

「素敵なのね」

「いつかうちにご招待します」

「ありがとう、楽しみにしてるわ」

　どちらも幸せそうだった。ここまで来ると、ケチをつけるのもはばかられる。

　やがて分かれ道に来た。楓とはここでさよならになる。

「じゃね、雫ちゃん。篠宮さんもありがとうございました。邪魔してしまってすみません」

「いえ、いいのよ。沙さ倉くらさんの学校見学の邪魔をしちゃったみたいで、ごめんなさいね」

「そんなことありません。あとは雫しずくちゃんとごゆっくりどうぞ」

　そう言うと、手を振って離れていく。

　二人はしばらく後ろ姿を眺ながめていた。

「……いい娘こね」

　多た美み子こが呟つぶやいた。

「雫の幼おさな馴な染じみなんでしょう。可愛かわいいし、礼儀も正しいのね」

「変な趣味がなければ」

　と答える。さきほどの臓物アニマルについての会話が、まだ頭に残っていた。

　多美子がゆっくりと否定する。

「いい趣味じゃないかしら」

「……それより、先輩はどんな用なのですか？」

　不気味なぬいぐるみの話題を終わらせつつ、本題へと移る。

　多美子と帰りを待ち合わせてはいなかった。だがとりたてて用事もないのに、一緒に帰ろうなどとは言い出さないはずだ。その点、楓かえでとは大きく異なる。

　背の低い先輩は、静かに話しはじめた。

「最近は、腕輪は光る？」

「……いえ」

「自分の意志で変身はできるようになった？」

「はい」

　雫は無意識のうちに、右腕の腕輪に指を這はわせていた。

　誓約の腕輪はケンプファーのあかしだ。これが光ることによって戦うための存在となり、剣シユヴエアトを振るう。雫はカンデンヤマネコによって、ケンプファーに選ばれていた。

　色は赤い。これが敵味方を識別するカラーとなる。敵は青。

　隣にいる多美子も同じ赤だった。

「そう。自由に変身できるようにならないと、色々不便よ。とっさの対応に間に合わないから。光らせるときの感覚を忘れないようにしなさいね」

「……はい」

　素直に返事をする。人生だけではなく、ケンプファー歴でも多美子は先輩だ。この人がいなければ、状況把握に時間がかかっただろう。右往左往しているうちに、倒されてしまったかもしれない。

　雫が多美子を尊敬しているのは、そのためでもあった。

「青い連中は、そうそう学校に来ないと思うけど、注意は怠らないようにしないとね」

「ええ……先輩は、また、戦ったのですか」

　多美子は肯定も否定もしない。ただ微笑んでいる。

「ケンプファーは、わりと暇なしなのよ」

「戦うときは私を呼んでください」

「心配はしなくても大丈夫。こう見えても、負けたりしないから」

　それから柔らかな声で、話題をずらした。

「……そういえばうちの臓物アニマル、あまり喋しやべらなくなったの」

「ヒキニゲカバでしたか」

「そうなの。元気がなくなったみたい。ご飯食べてもらうわけにもいかないしねえ」

　臓物アニマルは喋る。それはケンプファーのお供みたいなものだからだ。当人たちはメッセンジャーと称していて、様々なことを教えてくれたり、教えなかったりしていた。

　雫しずくのカンデンヤマネコももちろん喋る。今朝も会話をした。顔を見ると甲高い声で話すので、少し黙っててくれた方がいいくらいだった。

「口数が少なくなると寂しいものね」

「そんなにお気に入りなのですか」

「タイヤの跡が可愛かわいいのよ」

　照れくさそうに多た美み子こは話す。車で轢ひかれたのがモチーフなので、カバの背中にタイヤ跡がついているのだ。そこまで凝る必要があるとは思えないが、あのメーカーはブレがないとも言える。

「私のも……愛あい嬌きようがあるとも言えます」

「嫌いなら、無理しなくていいわよ」

　多美子は笑った。

「もし喋らないことで戦わなくてすむのなら、それに越したことはないわね」

「……」

「平凡な日常が、きっと一番いいのよ」

　雫は、多美子が争いごとを好まない性格だと知っていた。男子部との境界の近くにある楡にれの木。根本にベンチがあって、そこでよく本を読んでいる。ケンプファーになったときは迫力があるものの、やはり素顔は文学少女だ。

「雫は戦い続けるの？」

「分かりません。戦うことで意味が見いだせるのなら、そうします」

「強いわね。でも、あなたの身を案じる人もいるんだから、無理しちゃ駄目よ」

「は……」

「なにかあったら沙さ倉くらさんが悲しむわ」

「そうですね……」

「きっと」

　多美子はそう言った。雫の友人はいつも雫の身を案じてくれる。それは楓かえでも多美子も同じだった。

　幼い頃ころから「ませている」と言われ、小学校でも中学校でも「三さん郷ごうさんは強いからなにがあっても大丈夫」と言われていた。少しでも心配してくれるのは、それこそ楓かえでと多た美み子こくらいだ。

　もちろん弱いつもりはない。それでも、親しい人間がいること自体がありがたかった。

「沙さ倉くらさんは幼おさな馴な染じみなんでしょう」

「はい」

「じゃあ、わたしと約束してもらえるかしら。あの娘こを悲しませないって」

　多美子はゆったりとした口調だ。しかし奥には強い意志が存在している。雫しずくはそれを素早く感じ取っていた。

　返事に否はない。

「分かりました」

「じゃあ、約束よ」

「はい」

　多美子は安心したように微笑む。

「よかった。ケンプファーは一人っきりじゃない。それを知って欲しかったの」

　そこでなんとなく、会話は終わった。

　徐々に陽が落ちていく。楓と別れてから、かなり時間が過ぎていた。

「それじゃあ。わたしはこっちから」

　多美子は横断歩道を渡ろうとしていた。ちょうど青になったところだ。車が何台か、白線で停止していた。

「また一緒に帰りましょうね」

「はい。……多美子先輩」

「なあに？」

「前から聞こうと思っていたのですが、先輩の臓物アニマルはどうやって手に入れたのですか？」

「あら、決まってるじゃない。沙倉さんよ」

　ごく普通のことのように、多美子は返事をした。

「楓から、ですか」

「ええ。どうかした？」

「……いいえ。なんでも」

　多美子は横断歩道を歩く。雫は彼女のことを、渡り終わるまで見守っていた。




　……そこで現実に戻った。

　前方を見る。今まで何度も歩いた帰り道。寸分違わない歩道だ。隣にいるのは年下の友人。

「どうしたの雫しずくちゃん」

　楓かえでが不安そうに覗のぞき込こんでいた。

「……なんでもないわ」

「ならいいけど、なにかあったら、わたしに相談してね」

　この友人は優しい。前から変わることはなかった。

「そうするわ。楓も──」

　眼前の少女は、いつもと変わらぬ表情で、雫を見つめている。

「なにかあったら、私に言ってね」

「もちろん。雫ちゃんは頼りになるから」

　この言葉にも噓うそはないだろうと、雫は思っていた。





　　○






　翌日の午前中はそれほどでもなかったが、午後からが忙しかった。雫が生徒会に出ると役員たちが狙ねらったように案件を持ってくる。昨日楓がいたため遠慮したから、今日やってもらおうと考えていたかのようであった。

　書面に目を通して片端からサインと確認のハンコ。まるで企業の重役室にいるようだが、あいにく学校の生徒会室だ。報酬は出ない。

　一通り終わると、副会長がやってきた。

「あら、今日は沙さ倉くらさんはどうされたのですか？」

「そうそういつも、見学に来ないわよ」

　雫は答える。とりあえずなにも言われていない。用があれば向こうから連絡があるだろう。

「残念ですわ。生徒会室での会長と沙倉さんのツーショットは、貴重ですのに」

　副会長はほわほわした雰囲気のまま、残念そうにしている。彼女の場合は金かね儲もうけをするわけではなく、本当に楽しみのために写真を撮ったりする。いわば自宅に盗撮魔を飼ってる状態なのだが、サポート役としてはこの上なく優秀なので、雫も目をつぶっていた。

「他ほかに用事は？」

「理事の人が、しつこく会長に会いたがっているのと、見学希望がありますわ」

「ああ」

　昨日のことを思い出す。楓が話していたことだ。確か中学生が来たがっていると言っていた。

「いつ？」

「明日ですわね」

「明日の放課後に、ここに来るよう伝えてくれる？」

「分かりました……」

　微妙な変化を感じ取って、雫しずくは書類から顔を上げる。

「どうしたの？」

「会長、お加減が悪いのですか？」

「健康体よ」

「そうですか。失礼いたしました」

　自分の席に下がっていく。どこか摑つかみ所どころのない副会長だが、不安視していることは分かった。

　どうも見抜かれたらしい。昨日の多た美み子ことの想い出を、なんとなく引きずっているのだ。

　多美子は元々穏和な性格だった。生徒会を辞したのも「どうも合わないから」というものだった。ケンプファーになると目が爛らん々らんと輝いて、獣のような敏びん捷しよう性せいを誇るが、無理をしているように思えてならない。戦いが終わると、いつも彼女は激しい疲労を見せていた。

　それだけに、戦いを好まなかったのは当然でもあった。なのに戦わされるのだから、ケンプファーとは難儀なものだ。

　雫は書類を繰る手を止めた。しばらく思考を巡らす。

「ちょっといいかしら」

　副会長を呼ぶ。

「はい？」

「楓かえで……沙さ倉くら楓を呼んでもらえる？　まだ学校にいると思うけど」

「承知いたしました。ですが……」

　雫は少し困ったような顔をした。

「あの娘こ、携帯電話を壊しちゃったのよ」

「では、わたくしが直接行ってきます。ここにお連れすればよろしいですか」

「下で。本に囲まれていた方が、多分楓も話しやすいでしょう」

　副会長が席を立つ。しばらく時間をおいてから、雫も生徒会長室から出た。




　一階の図書カウンターには、眼鏡の一年生がいた。紅あか音ねである。

　紅音はカウンター内で本を読んでいたが、雫を見ると慌てて頭を下げた。

「か、会長。なにか御用ですか!?」

「用ってほどでもないわ。奥のテーブル、塞ふさがってたかしら」

「空いています。あまり図書館を利用する人はいませんから……」

「利用実績を上げるために、なにかしないとね」

　星せい鐵てつ学がく院いんの図書館は恵まれている方だ。しかし利用する生徒がいなければ無用の長物である。今度図書委員会が開かれるはずだから、自分も出席してアドバイスをしないといけない。

　奥の、入り口とカウンターから陰になっているテーブルに人はいなかった。本当ならこういう場所は好ましくないが、雫しずくも使う以上文句は言えない。

　雫は座らなかった。しばらく待っていると、楓かえでがやってきた。彼女は相変わらず、にこやかで明るい表情をしていた。

「雫ちゃん、どうしたの？」

「ちょっと寂しくなって、楓の顔が見たくなったのよ」

「またあ」

　楓は笑った。

「雫ちゃんが寂しがるなんて。信じられない」

「たまにはあるの」

　それでも楓は付き合ってくれそうだった。年下の友人の、こういうところがいいところだと、雫は思っている。

　楓は大きな紙袋を持っていた。雫はそれに目を留める。

「それ、なに？」

「臓物アニマル」

　嬉うれしそうに楓は答えた。

「今日も配ろうと思って持ってきたの。袋に包まれたままだから、綺き麗れいなものばかりよ。雫ちゃん、もう一ついる？」

「遠慮するわ。楓に訊ききたいことがあるんだけど」

「いいわよ。なに？」

　楓が椅い子すに座る。雫は横に着席した。

「その臓物アニマルなんだけど……」

　紙袋を指さした。

「先輩にもあげたの？」

「先輩って、誰だれかしら」

　雫は心の中で舌打ち。ケンプファーは倒されると、この世から姿を消すことになる。それは人間の記憶力にも影響していた。

「昨日話した多た美み子こ先輩」

「あ、篠しの宮みやさんね。きっとあげたはずだけど」

　あっさり答えてくれた。前に多美子から聞いたことと、寸分変わりない。

「人を選んであげたりしてるの？」

「うーん、そうでもないかな。初対面でも挨あい拶さつ代わりにあげちゃうし、親しい人には絶対に配るし」

　考えながらの返答。それにしても、初対面の人間に渡すとは凄すさまじい。もらう方はさぞかし困惑するだろう。好意なのだから、捨てるのも難しい。

「先輩には、どうして？」

「どうしてかしら。多分、学校を案内してもらったとか、そんなことじゃない」

「そうね」

「今でも上級生に渡すことあるわよ。雫しずくちゃんのファンは多いから、これを雫ちゃんと思ってくださいって言うの」

「私は内臓を露出させてないわよ」

「わたしには雫ちゃんと同じくらい大事なぬいぐるみさんだもん」

　と言うが、ヒキニゲカバはタイヤ跡までついている轢れき死し体たいだ。同じと言われても素直に喜べない。当時の多た美み子こは嬉うれしそうだったから、それはそれで結構なこと。

　問題はここからだ。

「ねえ、楓かえで」

「はい？」

「あのぬいぐるみ、喋しやべるって知ってる？」

「え……？」

「喋るのよ」

　じっと友人の瞳ひとみを見つめながら訊きいた。どんな変化も見逃さないつもりだった。

　しばらくきょとんとしたあと、楓は声を上げて笑った。

「やだ。なにを言い出すの」

「どうなのかしら」

「ぬいぐるみが喋るなんて。本当にそうだったら、わたしずっと話しているわよ。わたしから話しかけても、全然答えてくれないんだから」

　しばらく楓は笑っていた。カウンターにいた眼鏡の図書委員が様子を見に来た。笑い声が響いたのだろう。目で合図をすると恐縮したように引っ込んでいった。

「楓、あまり笑っていると他ほかの利用者に迷惑だから」

「ごめんなさい。でも雫ちゃんがそんなこと言い出すなんておかしくて。ファンタジーなことなんて、絶対信じないって思っていた」

「あまり信じる方ではないわね」

「わたしは喋って欲しいって思ってる。でもぬいぐるみよ」

　まったくそうだ。楓の言うとおり。だがあのぬいぐるみは喋るのだ。

　楓かえでに噓うそをついている気配はない。親友を疑うなんて世も末だが、元の持ち主が楓なのだから疑わざるを得なくなる。雫しずくはたとえ友人であっても割り切ることができた。

　多た美み子こが持っているぬいぐるみも喋しやべった。彼女も最初に聞いたとき、耳を疑ったそうだ。それは雫も同じこと。そしてあのぬいぐるみたちは、自分たちを戦いの世界に引き込んだメッセンジャーなのだ。

　しかし何故、楓から受け取った臓物アニマルが喋るのだろう。例外はあるのだろうか。

「そういう話なの？」

　と楓。

「ええ」

「これくらいなら、一緒に帰るときでいいじゃない」

「気になったから」

「彼氏のことだと思ったのに」

　楓がとんでもないことを言い出した。

「なにそれ」

「昨日、男の子の話したじゃない。臓物アニマルが、雫ちゃんと男の子の間を繫つなぐに違いないって」

「違いないなんて、言ってないわよ」

「じゃあわたしが、今言った」

「取り消してくれると嬉うれしいわ」

「雫ちゃん、仲のいい男の子はいないの？」

　眼前の友人は、聞き出したくてしょうがないという顔つきだった。

　女の子は恋愛の話が大好きだが、楓はあまり乗らない方だ。ただし雫のことになるとどこからでも食いついてくる。つまり、友人の交友関係が知りたくてしょうがないのである。

　当の雫は恋愛への興味が薄いから、困ったことになる。

「彼氏はいないし、これから作る予定もないわ」

「あんなにもてるのに？」

「それとこれとは別」

「雫ちゃんなら選び放題じゃない」

「楓もそうよ」

　この二人はなにしろ星せい鐵てつ二大美女である。憧あこがれている男子には事欠かない。ただ楓は全ての男子と等しく距離を置いており、雫は近寄せる気がなかった。

「男の子は、別にどうだっていいから」

「興味ないみたい」

「そうよ。男に興味ないの。レズだから」

　適当なことを言った。もちろん楓かえでは信じない。

「せめて、もっと本当っぽいこと言って」

「じゃあ生まれながらのレズ」

「雫しずくちゃん、女の子からもラブレターもらっても全部断るでしょう」

「男からだって断るわよ」

「今でも？」

「もちろん」

　雫は中学時代から、男女問わずラブレターをもらっていた。それこそ、ただ憧あこがれの言葉を綴つづったものから、本気のものまで様々。

　それらは全て断っている。あいまいな返事をすると期待をもたせるため、他ほかに解釈のしようがない言葉で断った。おかげで「三さん郷ごう雫はクールで孤高」との評判が定着し、憧れる人間も遠巻きに見守るだけとなってしまった。

　楓はもちろん、そのことを知っている。

「わたしは、男の子よりも女の子からもらった方が、嬉うれしいかも」

「またそんなことを」

　この友人は、時々そんなことを言う。雫よりもよっぽど本気に聞こえるからたちが悪い。雫ほどではないが、やはり女子からも人気があった。

「格好いい女の人だったら惚ほれるかもしれない」

「ほどほどにしてね。リベラルのつもりだから、祝福はするけれど」

「じゃあ雫ちゃんも彼女作れば？」

「カンデンヤマネコが喋しやべった方が、まだましよ」

　さりげなく話題を戻したつもり。楓はあまり乗ってくれなかった。

「雫ちゃん、なんか変」

「昨日の昼食でおなかを壊したかもね。食べすぎた」

「変わったことでも起きたの？」

　にこやかだが、心配もしている口ぶりだった。この友人に裏表はない。

「ごめんなさい」

　と雫は言った。

「我ながら変なことばかり喋っているわ」

「いいけど」

「でも恋愛の話はもうなしよ」

　楓は残念そうだが、無視をすることにする。

「あと、明日のことなんだけど。楓の言っていた見学者がくるはず」

「明日なんだ」

「一緒に回る？」

「うん。そうする。それだけ？」

「ええ」

　楓かえでは紙袋を摑つかんで立ち上がった。

「今日は先に帰るね。雫しずくちゃんの邪魔をしちゃ悪いから」

「こっちこそ、呼び出して悪かったわ」

「雫ちゃんのためならどこからでも飛んでくるから、遠慮しないで」

　いつものように微笑む。これで臓物アニマルコレクターでなければ、完かん璧ぺきな美少女なのだが。

　楓は図書館から出ようとした。と、誰だれかにぶつかりそうになる。

「きゃっ」

「あ、ご、ごめん」

　本棚の陰から出てきたのは男子生徒だった。

「ナツルさん……？」

「あ、沙さ倉くらさん」

　昨日生徒会室におしかけた中の一人、瀬せ能のうナツルであった。確か一年生。

「ごめん、怪け我がなかった？」

「ありませんよ」

　とっさに避けたのではなく、ナツルが自分から身体を捻ひねったので、二人ともぶつからなかった。

「そりゃよかった」

　ナツルはほっとしている。雫はその仕草を観察していた。

　怪我をするはずがない。出てくるときのタイミングが、いかにもわざとらしかった。はじめから楓を待っていたのだろう。どうせならもっと知恵を凝らせばいいものを。ぶつかることを演出するなんて、三文芝居だ。

　ナツルは雫のことをちらちら見ていた。こめかみに汗が浮かんでいる。

「えーと、沙倉さん、一緒に帰らない？」

「ナツルさん、図書館に用があるんじゃないんですか」

「ない……っていうかもう終わった」

　ぶつかるふりが成功したのだから、終わりだろう。

　楓は「いいですよ。帰りましょう」と返事をしている。ナツルが小さくガッツポーズするのが見えた。

　よほど楓にご執心らしい。中学のころから知ってるらしいから、いかにも一途だ。一歩間違えるとストーカーだが。

　雫しずくは少し考え、ナツルに視線を浴びせた。あなたのやったことは全てお見通し、みたいな感情を乗せる。

　感じ取ったらしい。汗の量が目に見えて増えた。

「……ナツルさん、どうしたんですか？」

「い、いや……ちょっと暑くて」

「凄すごい汗……。でも、ここ冷房効いてますよ」

「俺おれだけ効いてないんだ。きっと新兵器だ」

　慌てたのか、妙なことを口走った。雫の方は見もせず、楓かえでをうながす。

「か、帰ろう。いつまでもいると殺され……暑いから」

「はい」

　楓は一度だけ雫に手を振ると、ナツルについて行った。

　図書館の玄関方向から「今度臓物アニマルをもらってください」の声がする。ナツルは拒否しているようだが、長続きしないだろう。楓のことが好きなようだから、いずれ受け取るに決まっている。

　雫は珍しく苦笑した。なんだか可愛かわいい男の子だった。可愛い呼ばわりするのも失礼だろうが、ぶつかりを演出したり見抜かれているから動揺したりと、うろたえているのがおかしい。普通の容よう貌ぼうの割には、印象に残る。

（覚えておこうかしら）

　そういえば、あの子の名前を呟つぶやくのも二度目だ。雫はそう考えて、また苦笑いした。





　　○






　その日の帰り。

　雫が一番遅く生徒会室から出た。戸締まりを確認してから帰宅する。楓はナツルと先に帰っているため、今日は一人だ。

　外は暗くなろうとしていた。昨日よりも遅い。学生だから学校にいる時間が長いのは当たり前だが、連日これはどうなのだ。遊び歩いているわけではないところが、また救われない。

　これも義務だと思っているから辛くはないが、やはり一般の生徒とはちょっと違う。

（友達や彼氏と帰るのが、普通なんでしょうね……）

　直後に渋い表情になった。友人はともかく、男のことを考えるとは。ここのところ楓からそんな話を振られているので、思い出すようになったらしい。

　雫は男性に知人が多くない。中学生のときも、女友達ばかりだった。かといって男子の前に出るとおどおどすることもなく、普段通り振る舞える。単に縁遠いだけであった。

　楓かえではどうもそのあたりが不満らしい。しばしば「彼氏を作ってよ」と言ってくるのだ。それこそ昨日のように。彼氏ができたら祝福すると言ってるから、好意によるものなのだろう。あるいは生徒会ばかりで潤うるおいのない高校生活を哀れんだか。

　大きなお世話と言えないこともないが、好意には感謝すべきなのだろう。そこまでするのなら、男性も紹介して欲しいものだ。男の知人の数では明らかに楓の方が上だ。それこそ、さっきの瀬せ能のうナツルでもいいから。

　一瞬、脳裏にナツルの顔が映る。直後に馬ば鹿か馬ば鹿かしくなった。別に彼氏が欲しいわけではないのだ。時期がくればそんな気分にもなるだろう。きっと。

　校門に到着。外側で小学生らしき男女が遊んでいる。全員風船を持っていた。

　なおもちらちらと、ナツルの顔が雫しずくの頭の中を遊ゆう弋よくしている。理由は分からないが、強引に記憶の奥底に封じ込めて、蓋ふたをした方がよさそうだ。

　するといきなり、破裂音がした。

　はっとして前を見る。一瞬銃声かと思った。

　だが違った。小学生が、風船を破裂させてしまったのだ。小学生たちは笑いながら走り去っていった。

　緊張を解とく。危ないところだった。子供たちの前で変身というのは、なかなかない経験となる。親に通報されたらどうなるか。特撮と勘違いしてくれるといいのだが。

　あのときもそうだった。あの日もこうやって帰ろうとしたら、背後で物音がした。

　それははっきりとした銃声だった。




　……それは校門から出た、次の瞬間だった。背後からの鋭い破裂音が雫を襲った。

　銃声なんて高校一年生が耳にする音ではない。よくて映画やニュースの中の一ワンシーンだ。

　だがケンプファーである雫は、何回も同じ音を聞いている。そして、平和なはずの学校で銃声がするなんて、答えは一つしかない。

　雫はカバンを校門脇わきの植え込みに放り投げた。それから反転してダッシュ。同時に右腕に力を込める。

　光が身体を包み込み、消える。外見上の変化はほとんどないが、疾走と共になびく髪の内側が、きらきら輝いていた。

　ケンプファーとなった彼女の身体能力は常人を遥はるかに上回る。女子部の奥、体育館の裏側へと走っていく。銃声を耳にした瞬間に、場所の推定はすんでいた。まず間違いない。

　プレハブの用具入れの後ろから回り込んだ。目に入ったのは、球形となった炎と飛び交う銃弾。そして楡にれの木。

「先輩！」

　多た美み子こは雫の方向を見ない。いくつもの火球を出現させて、操っていた。

　雫しずくの先輩は、変身によって大きく変化していた。柔にゆう和わではかなげな印象は消え、百戦錬磨の殺し屋のようなキツイ顔立ちになっている。背丈はそのままだが、髪は冷たいまでのブルー。

「はあっ！」

　多た美み子こは魔法ツアウバーを操る赤のケンプファーだ。戦い方も手慣れている。今も複数の火球を放出し、一直線に相手を狙ねらっていた。

　敵の姿はよく分からない。が、女であることは分かる。ケンプファーは女限定なのだ。ショートヘアらしき少女が、拳けん銃じゆうを乱射していた。腕に装着された青い誓約の腕輪が、鈍く輝いている。

　戦いは多美子が押している。青のケンプファーは、ジャンプを多用することで回避していた。

「雫、サポート！」

「はい」

　雫は楡にれの木の裏から回り込もうとした。挟み撃ちにできれば御の字。そうでなくても、二対一だからこっちが有利だ。

　敵はいったん着地、それから力一杯跳んで、女子部と男子部を遮っている塀を越えようとしていた。












「甘い！」

　そこに多た美み子この火球が突進する。しかし、どうしたことかあまり燃え上がっていない。シャボン玉みたいな弱々しさだ。それでも炸さく裂れつし、青のケンプファーをたたき落とした。

　……ように見えただけだった。少女は空中で一回転すると、壁を蹴けった。そのまま多美子の元へと接近する。攻撃の威力が弱いのを見て、隙すきを突くように反撃。はじめから狙ねらっていたのかもしれない。

　銃口が多美子に向く。至近距離で発砲するはず。多美子が体勢を立て直してもう一度魔法ツアウバーを発動させるよりも早い。

　無意識のうちに、雫しずくの袖そで口ぐちから鎖のついた短剣が伸びた。切っ先が直進して、銃口に突き刺さる。

　敵の少女が動揺した。雫はもう一本の短剣を繰り出す。鎖の部分が少女の首に巻きついた。

　雫は力を込めて引っ張った。少女が耐えきれずに転倒する。

　とどめを刺すシーンだった。

「やめて、雫」

　制止の声。多美子だ。とっさのことに、鎖を持つ手が弛ゆるむ。

　少女が鎖を振りほどいた。そのまま全ての力を出し切るようにジャンプ。

　気づいたときには、遠くへと逃走していた。

「先輩……」

「いいのよ、雫」

　雫は短剣を袖口に収める。多美子の炎はもう出ていなかった。

「倒さないのですか」

「ええ……」

　彼女は自分の手のひらを、じっくり眺ながめていた。

「魔法ツアウバーの威力がなかったわ……」

「……はい」

　多美子は口をつぐむ。しばらくそうしていたが、雫はあえて言った。

「具合でも悪いのですか」

「健康のつもり。でも、ヒキニゲカバの口数が少なくなったって言ったわよね。あのせいかも」

「……」

　根拠のある言葉なのだろうか。雫には不明だ。彼女のカンデンヤマネコは、いまだよく喋しやべる。

「攻撃の力が弱くなっては、苦戦します」

「そうよね。雫しずくに助けてもらうことにも、限度があるわ」

「もしかして、さっきのケンプファーを逃がしたのも？」

「わたしも弱気になったわね。もちろん、それだけじゃない」

　ふと彼女は、遠くを見るような目になった。いつの間にか変身は解とけていた。

「ちょっと疑問を持ったの。どうして戦っているのかしらって」

「あのケンプファー、知人だったのですか」

「いいえ。知らない娘こ。向こうもたまたまわたしと戦っただけで、全然知らないでしょう。でも、だからといって、あの娘を倒すべきなのかどうかは分からないわ」

　ケンプファーは戦う存在だと雫は聞いた。だから倒すことは本来なら間違っていない。現に多た美み子こは、何人もの青いケンプファーを蹴け散ちらしている。雫にも様々な戦闘術を教えてくれた。

　その彼女が疑念を抱いている。変身前の性格に戻ったためか。それとも、彼女の言うように力が弱まったためだろうか。

「わたしたちは誰だれの手でケンプファーにさせられ、誰によって戦わされているのかほとんど知らない。そのままでいいのかしら」

「ですが先輩、戦うことを放棄しても、なにも変わらないはずです。私たちを敵は襲ってきます」

「そうなのよね。わたしが疑問に感じても、答えを得る暇なんてない。……雫、あなたは戦い続けることで意味を見出したいって言ってたわね」

「はい」

「今も変わらない？」

「変わりません。目隠しをされた状態は性に合いません。戦いから逃げることも、あまり」

「やっぱり、強いのね」

　多美子は静かに笑みを浮かべていた。

「ときどき思うのよ。知らないことは、とても幸せなんじゃないかって」

「……」

「そういう人間であるべきだったかも」

「……あまり弱気にならないで下さい。先輩は、私にケンプファーを教えてくれた人なのですから」

「柄じゃありません。雫の方が適任よ」

「そんな」

　多美子は楡にれの木の側に寄った。根本に置いてあるベンチに、そっと触れる。

「これ、風雨にさらされたから傷いたんでるわね」

「新しいものにするよう、手配します」

「いいのよ。朽ちるのに相応しいのかも」

　多た美み子こは弱々しく笑う。本を読んでいるときよりも、さらに憂いに満ちた表情。

「わたしも、もしかするとこうなって……」

　だが多美子は、それ以上言葉を発することができなかった。

　鋭い銃声が轟とどろき、彼女の胸を貫いたのだ。

「せん……先輩！」

　遠くでさっきのケンプファーが銃口を向けている。逃げたのではなかった。遠距離から起死回生の一弾を放ったのだ。それは成功して、多美子に命中した。

　青のケンプファーが姿を消す。雫しずくはどこまでも追いかけて、捕えるつもりだった。

「駄目よ雫。追わないで……」

　多美子がベンチにもたれかかりながら言う。雫は足を止めた。

「あの女は敵です。先輩を撃ちました！」

「いいのよ。さっきも言ったでしょう。弱くなったのは攻撃の力だけじゃないの。心もね……」

　雫は多美子を支える。胸には斑はん点てんのような染しみがあり、徐々に広がっていく。

「多美子先輩……」

「雫……」












　彼女はそっと手を伸ばす。

「私のことは忘れてもいい。でも、あなたのことを心配していた人が、いたことだけは覚えていて……そして」

　血の気のない表情で、無理に微笑む。

「雫しずくは強く生きて」

「先輩……」

　多た美み子この身体から、力が急速に抜けていくのが感じられた。





　　○






　楓かえでと約束をした時間にちょうど間に合うよう、雫は生徒会室へ向かった。

　生徒会室にはすでに副会長がいた。いいとこのお嬢様であるはずの彼女は、何故か異常性愛に興味を示している。今も、少々口に出すことをはばかるウェブサイトを閲覧していた。

　副会長は雫に気づき、立ち上がって頭を下げる。

「お疲れ様です」

「それ、楓が来るまでに閉じておきなさい。あと学校に閲覧先を知られても弁護しないわよ」

「履歴は知られないように手を打ってあります」

　そういえばシステム管理に強い人間を生徒会に加えていた。面接して入れたのは雫である。なにかのときのために働いてくれるだろうと考えたからだが、まさかこの方面で活躍するとは思っていなかった。

　自分の席に座ると同時に、楓がやってきた。手には紙袋を提げている。

「雫ちゃん、連れてきたよ」

　雫はいったん、壁掛けの時計を仰ぎ見る。

「どこに？」

「外で待ってもらっているけど」

「入ってもらって」

　楓は一度廊下に出ると、一人の少女を連れて戻ってきた。

　背の低い娘こだった。見慣れない制服を着ているから、近隣の学校ではなさそうだ。あまり髪は長くなく、それほど手入れもされていない。可愛かわいらしい顔立ちだが、緊張しているのか表情は硬かった。

　楓がうながす。

「この人が生徒会長の三さん郷ごう雫ちゃん」

「はじめまして」

　少女はお辞儀をする。

「葛くず原はらみどりといいます」

「葛原……？」

　雫しずくは思わず呟つぶやく。どこかで聞き覚えがあった。確か知人に同じ姓がいた。

　楓かえでがにこりとする。

「雫ちゃん、正解。図書委員長さんの妹さんなの」

「ああ……」

　合点がいった。葛原とは、現図書委員長のことだった。楓の知り合いとは、あの引っ込み思案すぎる女子生徒のことか。

「姉がいつもお世話になっています」

　みどりがまた頭を下げた。礼儀正しい少女だった。

「彼女なら私の方が助かっているわ。お姉さん呼んできましょうか」

「いえ、いいです。姉は恥ずかしがりですから」

　楓が言葉を引き取る。

「さっき下で呼んだんだけど、図書委員長さん出てこなかったの。身内と一緒にいるのが嫌みたい」

「委員長なのに困ったものね。葛原さん、家に帰ったらお姉さんにたっぷり言い聞かせてあげてね」

　みどりはかしこまって、「かならず伝えます」と返答した。真ま正しよう直じきに受け取った模様。

「あの……三さん郷ごうさん」

「はい？」

「年下なので、さんづけではなく、呼び捨てにしてください」

「お客様に失礼なことはできないわよ」

「いいんです。私ここを受験するつもりです。合格したら、生徒会のお手伝いをさせてください」

　はっきりとした物言いだった。この年代だと人前で物もの怖おじし、無言でいることが多いが、そのようなことがない。

「楽しみにしているわ」

　雫は答える。

「生徒会はいつでも歓迎よ。そうしたら、呼び捨てで呼んであげる」

「ありがとうございます」

　みどりが礼を言った。

　楓がみどりの頭を撫なで、「よかったわね、みどりちゃん」と言っている。みどりの顔がほんのりと赤くなった。

「じゃあ、行きましょうか」

　雫しずくは立ち上がった。

「うちは広いから、手早く案内するわよ。女子部だけでいいかしら」

「はい。男子の方は、別に」

「遠慮しなくてもいいけれど」

「興味がありませんから」

　みどりはそう返答した。




　雫はまず、図書館の中を案内した。ここは星せい鐵てつ学がく院いんの中でも、学食と並んで見栄えのする施設である。清掃も業者が入っていた。

　一階のカウンターには例の眼鏡の図書委員がいて、雫たちに会え釈しやくをした。図書委員長はいるのかと尋ねたところ、「奥に閉じこもって出てきません」とのことだった。

　楓かえでがカウンターに近づく。

「美み嶋しまさん、臓物アニマルは元気ですか？」

「は……はい」

「セップククロウサギさんは寂しがり屋ですから、ちゃんと話しかけてあげてくださいね」

「……はい」

　あきらめの漂う返事であった。それでも楓は満足そう。雫は戻ってきた楓に訊きく。

「あの娘こにもあげたの？」

「うん。喜んで受け取ってくれた」

　というより、断る勇気がなかったのだろう。紅あか音ねのどんよりした表情を見れば分かる。

「セップククロウサギさんは可愛かわいいのよ。充血した目が凄すごくリアルで」

「あなた、それを美嶋さんに説明したんじゃない？」

「そうよ。よく分かるのね」

　特徴を嬉き々きとして喋しやべったに違いない。楓にとってはチャームポイントだが、紅音の立場ではもう死体の検分に等しい。雫は心の中で少し同情した。

　図書館内を見て回ったあとは学食へ。みどりは感心していた。普通、中学校に学食はない。

「料理もおいしいわよ」

　雫はメニューを指さしつつ解説。

「コックさんの腕がいいのね。おすすめはカツ丼どん」

「三さん郷ごうさんのイメージと違いますね」

「そうかしら」

　イメージ戦略で売る芸能人ではないのだから、大目に見て欲しいものだ。

　ついで各校舎。星せい鐵てつの女子部は学年ごとに校舎が分かれている。これも珍しい。雫しずくは一年生の校舎だけを案内した。

「中は各学年全部同じ。葛くず原はらさんも入学したら、まずここの校舎ね」

　みどりは黙って校舎内を見つめている。まず教室、それから窓の外。

「人数のわりには広いわよ」

「……あそこはなんですか。壁？」

　みどりが窓の外を見ながら訊きいてきた。

「壁よ」

「……？」

「あれが星鐵名物、男子部と女子部を隔てる壁」

　三人は外に出た。

　少し歩き、白塗りの背の高い壁に向かう。視界の右から左までを貫き、上には有刺鉄線まで設置されていた。

　みどりははじめて感心したような表情を見せた。

「柵さくではないのですね」

「はじめて男子部を作るときに、気合いを入れすぎたのよ。上のとげとげは乗り越える生徒が多発したから防止策」

「では行き来はできないのですね」

「頭のいい子たちは知恵を絞っているみたいよ」

　いくつかの非合法部活動は、男女の交流を旗印に塀とゲートの突破方法を編み出している。雫は見逃すこともあれば、建前として摘発することもあった。地下部活動の動きは全て把握しているが、実害がない限りは放置している。

　みどりの視線が動いた。

「木があるんですね」

「……ええ」

　三人は壁付近にある、幹の太い木まで近づいた。

　楡にれの木だ。かなり以前からこの場所にあり、堂々としていた。星鐵学院の歴史と共に歩んだと言ってもよい。

「雫ちゃん、ここにベンチがなかった？」

　楓かえでが楡の大木を見上げながら質問する。

「あったわ。前に撤去した。使う人がいなくなったから」

　みどりは根本まで歩こうとする。

「待って」

　雫しずくが制止した。

「そこは足跡つけないでもらえるかしら」

「なにか……？」

「ちょっとね。ごめんなさい」

　本当は止める権利はない。雫が知らないだけで、踏み荒らす人間も多いだろう。だがそこは、多た美み子こと最後に会話をした、想い出の場所でもあるのだ。制止の言葉は、恐らく雫が唯一発したわがまま。

「なにかあるのでしょうか」

「まあね」

「三さん郷ごうさんの、想い出とか」

「そんなとこよ」

　雫の記憶には、まだ残っている。轟とどろいた銃声。倒れる身体。怒りにまかせて青のケンプファーを追おうとしたが、止めた多美子。そして、ほのかに感じる彼女のぬくもり。

　時間はいつだって残酷だ。人々の記憶からそれまで存在していた人を薄れさせる。

　まして敗れたケンプファーにかけられる情けはない。すっかりと消えてしまうのだから。

　だが雫は覚えていたかったし、忘れたくもなかった。

　しばらく三人はそこにたたずんでいた。

　みどりは言葉を発さない。雫もだ。楓かえでも遠慮しているのか、無言で眺ながめていた。

　おそらく三人それぞれ、考えていることは違うはず。だが雫の気持ちを察してか、二人は無言の時間帯に付き合っていた。

「……行きましょう」

　雫がうながす。

「あとは体育館と教職員の施設だけど、見る？」

「いいえ」

　みどりは首を振った。

「十分です。ありがとうございました。これで」

「帰るなら、校門まで送るわね」

　雫たちは校門へ向かった。

　みどりは電車で星せい鐵てつまで来たとのこと。雫は駅まで送るべきかと考えたが、思いとどまった。なんだか過保護だ。そこまで子供でもあるまい。

　遠くでカラスが鳴いている。なんとも牧歌的だった。

　校門に到着すると、みどりは深々とお辞儀をした。

「今日はどうもありがとうございました」

「たいしたことはしてないわ。いつでもどうぞ。私がいない時でもいいわよ」

「次は受験の時に来ます」

　みどりはあくまで節度を守っているようだった。

「では、ここで葛くず原はらみどりちゃんにプレゼントです」

　楓かえでが紙袋を差し出す。きょとんとしながら少女は受け取った。

「開けてみて」

　みどりが紙袋を開く。雫しずくは中身を見ないうちからなんだか分かった。

　取り出されたのは臓物アニマルのぬいぐるみであった。

「受験のお守りよ。大事にしてね」

　楓がにこにこしながら言う。

　これは断るのもありねと雫は思った。こんな不気味なお守りでは当日に戦争が起こるかもしれない。間違えて安産や交通安全のお守りを買った方がよほどマシだ。

　しかしみどりは、顔面を紅潮させていた。

「あ……ありがとうございます。一生大事にします」

「嬉うれしいわ」

「憧あこがれの沙さ倉くらさんからいただけるなんて、感激です」

　みどりは幸せそうにしている。楓からもらうものはなんでもいいのだろう。嬉しさが臓物アニマルの不気味さを上回っている。こういう人間はたまにいるそうだが、彼女もその口らしい。

　雫は楓を止めようかと考えていたが、そのつもりがなくなった。喜んでいるなら結構なことだ。

　ふと、みどりの手の中の臓物アニマルを眺ながめる。背中についた、やけにリアルなタイヤの跡。

「それ、ヒキニゲカバ？」

「あ、雫ちゃんよく分かったね」

　楓がにこやかに返答した。

「ヒキニゲカバよ。カバが車に轢ひかれるっていうところが、ポイントなの」

「知ってるわ」

　覚えがあるのだ。多た美み子こが持っていたものと同じだから。

「なんで先輩……いえ、それをあげるの？」

「みどりちゃんにぴったりだと思ったから」

　楓は微笑を絶やさずに喋しやべる。

「きっと気に入ってくれるはずなの。今度は無駄にならないはずだわ。きっと」

　彼女は名な残ごり惜おしそうにヒキニゲカバの背中をさする。

　雫しずくが楓かえでの台詞の真の意味を理解したのは、約一年後のことであった。





あとがき







　築つき地じです。「けんぷファー」の新刊をお送りします。

　今回は（も？）短編集です。今までは短編集と言っても前後のつながりはあって、ストーリーにも絡んでいたのですが、今回はそれぞれ独立しています。そのため、「第×章」ではなく「第×話」になっています。

　今後の予定ですが、「けんぷファー」はあと二冊でおしまいです。次巻から沙さ倉くらさん実家の話が再開されます。多分次巻と、ひょっとしたらさらにその次の巻まで続くかもしれません。それか次で決着がついたら、最終巻は番外編になるか。なんにせよ来年の春あたりでこのシリーズは終わります。




「けんぷファー」はナツルの一人称視点の話ですが、今回は三人称視点がいくつかあります。基本的に一人称視点は主人公の内面を掘り下げるのに便利なので使い勝手がいいのですが、同時に他キャラのことを触れづらくなる欠点があります。脇わき役やくその他だけを掘り下げるのがわりと好きなので、思い切って「ナツル以外のこと」を書いてみました。

　一人称の小説を書くのは「けんぷファー」がはじめてなので、当初は手探りなところがありました。やはり三人称の方が慣れているので楽です。ただナツルにぶつくさ言わせるのが面白くて、ここまで続けられたとの気持ちはあります。目の前で起こっていることと、内面にギャップができるとコメディ色が強くなります。そのあたりを利用できるのは新鮮でした。

　変身したナツルが驚くところからスタートしたこの小説。物語の都合上三人称視点が混ざることもありますが、最後までこの調子で続けていけたらと思っています。あと二冊、どうかお付き合い下さいませ。
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　著者

　築地俊彦（つきじ・としひこ）

　　３月生まれ。東京都出身。テープルトークＲＰＧ、メイルゲーム制作会社を経て専業作家に。メジャーデビューは『ガルハド戦記』（ログアウト誌掲載）。著作に『ライトセイバーズ』シリーズ、『まぶらほ』シリーズ（以上富士見ファンタジア文庫）、『ときむすび』『戦嬢の交響曲』シリーズ（以上ファミ通文庫）、『神曲奏界ポリフォニカ　ぶるう』シリーズ（ＧＡ文庫）、等多数。




　イラストレーター

　せんむ

　　まさかの10と１／２巻ということで

　　成長の遅い僕に合わせて頂いてしまったのかな!?

　　しかし最近時間の流れがものっそい早いので

　　来年くらいには自分、初老の白髪にでも

　　なってるんじゃないかと思う今日この頃。

　　まぁ白くなる髪自体がもうほぼ無いんですけどね。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／せんむ

　　装丁／blue
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